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本書の構成 

本書は NEC ブレードシステム「SIGMABLADE」の内蔵オプション製品、N8406-040/042 8G FC スイッチで

の Web Tool で設定・管理をする SAN 管理者を対象に書かれたガイドです。 

次の章で構成されています。 

 第 1 章 "はじめに" 

Web Tools インタフェースの基本情報を説明します。システム要件やインストール時の注意事

項も説明しています。 

 第 2 章 "Web Toolsインタフェースの使用" 

Web Tools インタフェースのコンポーネントを説明しています。 

 第 3 章 "ファブリックとスイッチの管理" 

Web Tools インタフェースを使用したファブリックとスイッチの管理方法を説明しています。 

 第 4 章 "設定ファイルとファームウェアの管理" 

設定ファイルのアップロード／ダウンロード、およびファームウェアのダウンロードについ

て説明しています。 

 第 5 章 "ポート管理" 

FC ポートと GbE ポートの管理方法を説明しています。 

 第 6 章 "ゾーン設定の管理" 

Brocade Advanced Zoning 機能を使用して Storage Area Network (SAN)をデバイスの論理グルー

プに分割する方法を説明しています。 

 第 7 章 "診断機能を使う" 

トレースダンプ、スイッチのヘルス状態、LED 表示について説明しています。 

 第 8 章 "Access Gatewayを使う" 

Brocade Access Gateway の設定および管理方法を説明しています。 

 第 9 章 "標準セキュリティ機能の設定" 

ユーザアカウント、SNMP、および RADIUS サーバの管理方法を説明しています。 

 第 10 章 "制限事項" 

Web Tools 使用上の制限事項および対処策を説明しています。 
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テクニカルサポート 

テクニカルサポートを受ける前に以下を準備してください。 

1. 一般情報 

 スイッチのモデル番号 

 スイッチの OS バージョン 

 受信したエラー番号とエラーメッセージ 

 supportSaveコマンドの出力 

 トラブルが起きた直後のスイッチやファブリックの動作などの情報 

 実施したトラブルシュートの手順とその結果 

 シリアルコンソールと Telnet セッションのログ 

 Syslog メッセージログ 

2. スイッチのシリアルナンバー 

スイッチのシリアルナンバーとバーコードは以下に示すようにラベルに印刷されています。 

 

EXP472A 8G FC Switch(12Port) 

N8406-040 xxxxxxx 
 
 
 
 

EXP472A 8G FC Switch(24Port) 

N8406-042 xxxxxxx 
 
 
 

ラベルの貼付位置は次のとおりです。 

 本体底部 

 

3. World Wide Name (WWN) 

wwnコマンドを実行してスイッチのWWNを調べてください。 

スイッチが操作不能でwwnコマンドが使えない場合は、シリアルナンバーと同じ場所から

WWNを入手できます。 
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第 1 章  

はじめに 

Web Tools の概要 

Web Tools は組込のグラフィカルユーザインタフェース (GUI)です。単一または小規模ファブリック、

スイッチ、ポートなどの監視や管理ができます。Web Tools は Web ブラウザから直接起動することがで

きます。 
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システム要件 

Web Tools をワークステーションにインストールする前に、スイッチとワークステーションが以下に述

べる要件を満たしているかどうか確認してください。 

Web Tools を使用するためには、HTML version 4.0、JavaScript version 1.0、Java Plug-in 1.6.0_13 以降のブ

ラウザが必要です。 

表 1に動作確認済みのプラットフォームの一覧を示します。 

表 1 動作確認済みのプラットフォーム 

オペレーティングシステム ブラウザ Java プラグイン 

Windows Server 2008 Standard Internet Explorer 7.0/8.0 1.6.0_13 
Windows Vista Business Internet Explorer 7.0/8.0 1.6.0_13 
Windows XP, SP3 Internet Explorer 7.0/8.0 

Firefox 2.0 
1.6.0_13 

RedHat Enterprise Server 5 Advanced Platform Internet Explorer 7.0/8.0 
Firefox2.0 

1.6.0_13 

SUSE Linux Enterprise Server 10 Internet Explorer 7.0/8.0 1.6.0_13 
Solaris 10 (SPARC only) Firefox2.0 1.6.0_13 
 

表 2 サポートされるプラットフォーム 

オペレーティングシステム ブラウザ Java プラグイン 

Linux RedHat AS 3.0 
Linux RedHat AS 4.0 

Firefox 2.0 1.6.0_13 

Windows 2000  Firefox 2.0、Internet Explorer 6.0 1.6.0_13 

Windows 2003 Server、SP2 Firefox 2.0、 
Internet Explorer 7.0/8.0 

1.6.0_13 

Windows XP、SP2 Firefox 2.0  
Internet Explorer 7.0/8.0 

1.6.0_13 

Solaris 9 (SPARC のみ) Firefox 2.0 1.6.0_13 
 

Windows システムで必要な RAM サイズは以下のとおりです。 

スイッチ数 15 以下のファブリック：256 MB 以上 
スイッチ数 16 以下のファブリック：512 MB 
ビデオ RAM：8 MB 以上 

 

– 2 – 



 

Internet Explorer にリフレッシュ間隔を設定する 

Internet Explorer で Web Tools を正しく動作させるためにはブラウザのリフレッシュ間隔と処理モデル

を正しく設定する必要があります。Web Tools の正しい動作には頻繁なページの更新が必要です。 

1. ブラウザでTools > Internet Optionsをクリックする。 

2. Generalタブをクリックし、Temporary Internet Files配下のSettingsをクリックする。 

3. Check for newer versions of stored pagesの下のEvery visit to the pageをクリックする (図 1参照)。 

 

保存されたページが常に

新のものであるかチェック

するようブラウザを設定し

ます。 

図 1 Internet Explorer の設定 
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Javaで使用されていたテンポラリインターネットファイルを削除する 

Web Tools を正しく動作させるために、Java で使用されていたテンポラリインターネットファイルを削

除する必要があります。 

1. Control Panel から Java を開く。 

2. Generalタブをクリックし、Settingsをクリックする。 

 
図 2 Temporary Internet Settings ダイアログボックス 

3. Delete FilesをクリックしてJavaが使用していたテンポラリファイルを削除する。 

4. 確認ダイアログボックスでOKをクリックする。 

Trace and Logファイルを残しておきたい場合はKeep temporary files on my computerチェック

ボックスのチェックを外します。 

5. OKをクリックする。 

6. Java Control PanelパネルでViewをクリックしてJavaのキャッシュにあるファイルを確認する。 

テンポラリファイルをすべて削除した場合、リストには何も表示されません。 
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ワークステーションに Java をインストールする 

ワークステーションに Java のプラグインをインストールする必要があります。もしもインストールさ

れていない場合、Web Tools を開くと、 

 Internet Explorer では Java のプラグインをダウンロードするようメッセージが自動的に出ます。 

 Firefox では最新の Java のプラグインをダウンロードします。 

インストールされている Java のプラグインが最新ではない場合、Web Tools を開くと、 

 Internet Explorer では最新の Java のプラグインへのアップグレードを促すメッセージが出ます。 

 Firefox は現在の Java のプラグインを使用します。 

 

Solaris または Linux クライアント ワークステーションに JRE をインストールする 

1. 以下の URL で Internet の JRE を確認する。 

http://java.sun.com/products/archive/j2se/5.0_06/index.html 

注 

この URL は予告なく変更されることがあります。 

2. JRE 5.0 Update 13を選択する。 

3. 画面の指示に従って JRE をインストールする。 

4. シンボリックリンクを作成する。 

リンク元：$FIREFOX/plugins/libjavaplugin_oji.so 

リンク先：$JRE/plugin/$ARCH/ns600/libjavaplugin_oji.so 

 

Solarisにパッチを当てる 

1. 現在の JRE のバージョンに必要なパッチを以下の Web サイトで探す。 

http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patchpage 

注 

この URL は予告なく変更されることがあります。 

2. パッチをダウンロードしてブラウザを閉じる。 

3. パッチをインストールしてシステムを再起動する。 
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Windows に Java のプラグインをインストールする 

1. Start Menu > Settings > Control Panelをクリックし、Java Plug-in Control Panelを選択する。 

2. Aboutタブをクリックする。 

3. インストールされている Java のプラグインが正しいバージョンかどうか確認する。 

 正しいバージョンがインストールされている場合、Web Tools を使用できます。 

 Java のプラグインがインストールされていない場合は、本製品を選択して JRE 1.6.0 をイン

ストールします。Web Tools が示すダウンロードの手順にしたがって正しいバージョンの

Java のプラグインをインストールします。 

 インストールされている Java のプラグインが旧い場合はアンインストールします。システ

ムを再起動し、ブラウザを開き本製品のアドレスを入力して JRE 1.6.0 をインストールしま

す。Web Tools が示すダウンロードの手順にしたがって正しいバージョンの Java のプラグ

インをインストールします。 
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Java のプラグインを設定する 

管理するファブリックに 10 以上のスイッチまたは 1000 以上のポートがある場合、メモリ不足のエラ

ーを回避するためにデフォルトのヒープサイズを 256 MB に増やす必要があります。 

Mozilla ファミリのブラウザ(Firefox や Netscape)を使用している場合、Java Control Panel にデフォルト

のブラウザとして設定しなければなりません。 

Java Control Panel にデフォルトのヒープサイズとデフォルトのブラウザを指定する方法を以下に示し

ます。 

 

Windows システムに Java のプラグインを設定する 

1. StartメニューからSettings > Control Panel > Javaを選択する。 

2. Javaタブをクリックする。 

 
図 3 Java Control Panel 
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3. Java Applet Runtime Settings内のViewをクリックする。 

Java Applet Runtime Settings ダイアログボックスが表示されます。 

 
図 4 Java Runtime Settings 

4. Java Runtime Parametersフィールド内でダブルクリックして最小／最大ヒープ領域を次のよ

うに入力する。 
-Xms256m -Xmx256m 

この例では最小／最大ヒープ領域はともに 256MB です。 

5. Applyをクリックして設定を適用し、Java Control Panelを閉じる。 

 

Java のプラグインを Mozilla 用に設定する 

1. StartメニューからSettings > Control Panelを選択する。 

2. AdvancedタブをクリックしてDefault Java for Browsersオプションを展開する。 

 
図 5 Java のデフォルトブラウザ 

3. Mozilla familyを選択してOKをクリックする。 

4. Applyをクリックして設定を適用し、Java Control Panelを閉じる。 
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Web Tools を開く 

対応するブラウザがインストールされていれば、どのワークステーションでも Web Tools を開くことが

できます。表 1 に Fabric OS 6.3.2 で使用できるブラウザの一覧を示します。Web Tools は HTTP プロト

コルと HTTPS プロトコルをサポートしています。 

1. Webブラウザを開いてデバイスのIPアドレスをAddressフィールドに入力する。 
http://10.77.77.77 

または 
https://10.77.77.77 

2. Enterキーを押す。 

Web Toolsが開き、Login ダイアログボックスが表示されます。詳細は10ページの"ログイン"
を参照してください。Firefoxを使用している場合、ブラウザウィンドウは開いたままです。

Login ダイアログボックスが表示された後ならば、いつでも閉じることができます。Internet 
Explorerを使用している場合、Login ダイアログボックスが表示されると、ブラウザウィンド

ウは自動的に閉じます。 

 
図 6 Web Tools インタフェース 
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ログイン 

Web Tools を使用する場合、スイッチ情報の参照や変更のためには、まずログインが必要です。 

ここではログインについて説明します。 

login ウィンドウを表示する前に Web Tools はセキュリティバナーを表示します (スイッチに設定され

ていれば)。ログインの前に承諾が必要です。セキュリティバナーはスイッチにアクセスする度に表示

されます。 

ログイン画面ではユーザ名とパスワードの入力が必要です。ホーム Admin Domain が自動で選択されて

います。ホーム以外の Admin Domain を選ぶことも可能です。 

注 

Switch Explorerを参照する前にログインしなければなりません。(9ページの図

6参照)。 

1. 署名付きのアプレット上でRun をクリックする。 

Always trust content from this publisherチェックボックスをオンにすると、次回Web Toolsを開

いたときにこのダイアログボックスは表示されなくなります。 

 
図 7 署名付き証明書アプレット 

2. セキュリティバナーが表示されていればOKをクリックする。 

 
図 8 Login ダイアログボックス 

– 10 – 



 

3. login ダイアログボックスにユーザ名を入力する。 

4. パスワードを入力する。 

パスワードが期限切れの場合は、新しいパスワードと確認パスワードを入力しなければなり

ません。 
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ロールベースのアクセス制御 

ロールベースのアクセス制御 (RBAC) はユーザアカウントの権限ををロールに基づいて決定します。

ロールにはファブリックとそれに関連するエレメントで実行されるジョブやタスクに関するパーミッ

ションが定義されています。 

スイッチにログインすると、ユーザアカウントは事前定義のロールと関連づけられます。そのロール

によってファブリック内のスイッチへのアクセスレベルが決まります。以下のロールがあります。 

admin Web Tools のすべての機能にアクセスできます。 

operator 保存されている設定情報に影響しない操作をすべて行えます。 

securityadmin 保存されている設定情報に影響しない操作を行えます。 

switchadmin 下記を除き、スイッチ上での操作をすべて行えます。 

 • ゾーニング設定を変更することはできません。 
 • 新規アカウントを作成することはできません。 
 • 他のアカウント情報の参照および変更はできません。自分自身のアカウントの参照

とパスワードの変更のみ可能です。 
zoneadmin ゾーンの作成と変更のみできます。 

fabricadmin Admin ロールと同様の操作ができますが、新規ユーザの作成はできません。 

basicswitchadmin Admin レベルのアクセス権のサブセットをもっています。 

user 非管理者レベルのアクセス権をもっており、システムアクティビティ監視などのタス

クを実行できます。 

 
ユーザアカウントロールの変更については114ページの"ユーザ定義のアカウント" を参照してくださ

い。 
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セッション管理 

Web Tools のセッションとは Web Tools クライアントとその管理スイッチ間の接続のことです。セッシ

ョンはWeb Toolsからスイッチにログインしたときに開始され、Switch Explorer を閉じると終了します。 

セッションは次のいずれかが起きるまでは継続します。 

 ログアウトする 

 Switch Explorer ウィンドウを閉じる 

 アクティビティがないため終了する (タイムアウト) 

スイッチに対して 2 時間以上情報が送信されないとセッションは自動的に終了します。 

ユーザのキー入力による情報はそれを適用あるいは保存するまでスイッチには送信されないので、イ

ンタフェースに情報を入力したままでいると、セッションは終了してしまいます。例えば、ゾーニン

グスキームを Zoning モジュールに入力してもそのスキームを保存しなければスイッチに送信されませ

ん。 

セッションのタイムアウトが迫っても Web Tools は警告を表示しません。アクティビティがないためセ

ッションが終了すると Web Tools ウィンドウはすべて無効になってしまいます。Web Tools を再起動し、

ログインし直さなければなりません。 

Web Tools はセキュアなスイッチや非セキュアなスイッチのどちらにもセッションを可能にします。 

セッションへのアクセス権はロールベースのアクセス権と選択した Admin Domain の内容によって決

まります。ログイン後、別の Admin Domain を選択することも可能ですが、ロールベースのアクセス権

を変更することはできません。 

 

Web Toolsセッションを終了する 

Web Tools セッションを終了するには以下のうちのどれかを実行します。 

 Switch ExplorerでLogout をクリックする。 

 Switch Explorerウィンドウの右上のXをクリックしてウィンドウを閉じる。 

 開いている Web Tools ウィンドウをすべて閉じる。 

注 

Temperature、およびSwitchのステータスウィンドウを開いたままSwitch 
ExplorerでLogoutをクリックした場合は、それらのウィンドウを手動で閉じ

なければなりません。 
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IPv6 サポート条件 

Web Tools IPv6 のサポートには以下が必要です。 

 IPv6 環境ではスイッチの IPv6 アドレスに対して DNS マップを設定する必要があります。 

 スイッチ名は IPv6 アドレスにマップされた DNS 名と一致する必要があります。 

 IPv4 と IPv6 アドレスがともに設定されている場合、Web Tools はスイッチの起動に IPv4 アド

レスを使用します。 
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第 2 章 

Web Tools インタフェースの使用 

 

Switch Explorer を参照する 

スイッチにログインすると、最初にSwitch Explorerが表示されます (17ページの図 9参照)。Switch 
Explorerはスイッチやファブリックのアクセス先とその情報を表示するエリアに分かれています。 

 左のペインはTasksとFabric Treeのエリアです。 

Tasksエリアでは管理や監視、その他のタスクを選択します。Fabric Treeにはファブリック内

のすべてのスイッチが一覧表示されます。 

 ウィンドウ上部のメニューバーでコマンドや動作を選択します。 

メニューバーには Switch Explorer の左のペインと同じコマンドがあります。ペインを使わな

くても以下の機能にアクセスできます。 

 ゾーン管理、スイッチ管理、ポート管理などの管理タスク 

注 

Web Tools で基本ゾーニング設定と Traffic Isolation ゾーニング設定を管理で

きます。 
 スイッチ状態の確認などの通知タスク 

 Telnet ウィンドウを開いたりする Tools タスク 
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 Switch View の上にある Switch View ボタンでスイッチ情報にアクセスできます。スイッチの

ステータス、温度、および Switch View の凡例を見ることができます。（本製品では、ビーコ

ン機能、電源、ファンの情報へのアクセスはサポートしておりません。） 

ログイン時にアクセス権が確立されている場合は、ボタンをクリックすると別のダイアログ

やウィンドウが開いてそこで管理タスクを実行することができます。 

ユーザのアカウントがその機能に対するアクセス権をもっていない、あるいは現行の Admin 
Domain がその機能にアクセスできる条件に合致していない場合、Switch Explorer のボタンが

使用できません。 

 Changing the Admin Domain context フィールドは確認する管理ドメインを表示します。コンテ

キストの変更もできます。 

 Switch View はスイッチをグラフィック表示します。 

 Switch Events および Switch Information はイベント情報やスイッチ情報を表示するタブです。

情報には接続性、ポート、ゾーン設定および他の情報が含まれます。 

 それぞれのモジュールウィンドウの右下隅にあるインジケータバーには現行のAdmin Domain、
スイッチへのログインに使用したユーザ名、ユーザアカウントに関連するロールが表示され

ます。 

 Switch Eventタブの近くにある小さな右向きの矢印はスイッチを表示します。ログアウトする

とWeb Toolsは最後に開いていたウィンドウの設定を記憶して、次回ログイン時にそのウィン

ドウを表示します。スイッチを開いていたとしたら、次回Web Toolsにログインしたときに

Switch Viewが開きます。 
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図 9 Switch Explorer 

図 9の画面構成を説明します。 

1 Tasks メニューおよび Fabric Tree 
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2 メニューバー 
3 Switch View ボタン 
4 仮想ファブリック ID の変更または Admin Domain の変更 
5 Switch Events と Switch Information 
6 インジケータバー 
7 Professional Management Tool offering 
8 Switch View 
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Web tools のアイコンについて 

Fabric OS version 6.3.2 でのWeb Toolsのアイコンを表 3に示します。 

表 3 アイコンイメージ 

イメージ名 イメージ 

Switch 
 

Director or DCX 
 

Fabric 
 

Fabric segment 
 

Admin port 
 

Generic port  
Zone 

 
Zone Admin 

 
Zone config 

 
Zone folder 

 
Status button - Healthy 

 
Status button - Marginal 

 
Status button - Critical 

 
Status button - Unmonitored 

 
Switch event - Fatal 

 
Switch event - Informational 

 
Switch event - Warning 

 
Refresh 

 
Enable  
Disable 

 
Prohibit 
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Search、Copy、およびExportボタンは右クリックメニューになります。(図 10参照) 

 
図 10 Copy、Export、および Search での右クリックオプション 
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Tasks メニュー 

Tasksメニューでは管理、監視、その他のタスクが実行できます。 

Managementセクションで使用できる機能は次のとおりです。 

 ゾーン管理 

ゾーン情報は選択したスイッチから収集されます。ACLベースのFCSポリシーが有効になって

いる場合、ゾーン管理はプライマリのファブリック設定サーバ(FCS) スイッチからのみ行わ

れます。選択したスイッチにゾーニングライセンスインストールされていても、そのスイッ

チがプライマリスイッチでない場合、Zone Adminアイコンは表示されますが、起動できませ

ん。詳細は75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"を参照してください。 

 スイッチ管理 

 ポート管理 

Monitorセクションでアクセスできる機能はありません。 

Other セクションでアクセスできる機能は次のとおりです。 

 Telnet ツール 

注 

Fabric OS の機能には特定のスイッチタイプでのみ利用可能なものがありま

す。システムはそのスイッチタイプで利用可能機能のアイコンのみを表示し

ます。 
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Fabric Tree 

Fabric Tree には Web Tools ライセンスを持たない、あるいは選択した Admin Domain に属していないも

のも含め、ファブリック内のスイッチがすべて表示されます。選択した Admin Domain に属していない

スイッチは Fabric Tree にスイッチ状態とともに表示されます。Web Tools を開く前にセグメント化され

たスイッチは表示しません。 

Fabric Treeの上部にあるプルダウンメニューを使ってFabric Tree内のスイッチをその名前、IPアドレス、

またはWWNで確認します。スイッチアイコンの背景色はスイッチの現在の状態を表しています。アイ

コン上にカーソルを置くとシステムがそのスイッチのIPアドレスと現在の状態を表示できます。ファ

ブリック内のスイッチの状態を更新するには、Fabric Treeでスイッチを右クリックしてRefreshを選択

します。 

Fabric Tree にはファブリック内のスイッチがすべて表示されますが、管理できるのは Web Tools だけで

す。その他のスイッチの管理には Fabric OS のコマンドラインインタフェース (CLI)を使用してくださ

い。 
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Switch View ボタン 

Switch View ボタンで次のスイッチ情報にアクセスできます。 

 Status ボタン 

クリックするとスイッチの情報を表示します。 

 Temperature ボタン 

クリックすると温度モニタを表示します。 

 Power ボタン 

本製品ではサポートしておりません。 

 Fan ボタン 

本製品ではサポートしておりません。 

 Beaconing ボタン 

本製品ではサポートしておりません。 

 Legend ボタン 

クリックすると Switch View の用例を表示します。 

注 

ステータスは指定された時間あたりのエラー回数に基づいて表示されます。

指定された時間が過ぎるまでステータス欄にエラーと表示されることがあり

ます。 
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Switch View 

Switch Eventタブの左にある小さな矢印をクリックするとSwitch Viewが表示されます。Switch Viewには

スイッチやポートの状態がリアルタイムでグラフィック表示されます。(17ページの図 9のエリア 8 参

照)。 
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ポートの表示アイコン 

Switch View 内のポートアイコンはポートの状態を示しています。アクセス可能なポートの外枠は SFP
モジュールが存在することを示しています。色付きの外枠はポートの状態を示します。例えば緑色の

枠はポートが接続され、トラフィックが流れていることを示します。アクセス不能なポートはポート

タイプが表示されず、外枠もありません。 

Switch ViewのポートLEDは物理スイッチ上のLEDと一致していますが、点滅速度は必ずしも同じでは

ありません。詳細については 103ページの"ポートLEDの説明" を参照してください。Ethernetポートに

はLEDが 2 つあります。 

Switch Viewでポートを右クリックするとPort Administrationウィンドウを開いてポートの詳細情報を

見ることができます。Port Administrationからすべてのポート情報を見ることができます。詳細につい

ては"第 5 章 ポート管理" を参照してください。 

選択したAdmin Domainが物理的にスイッチ上に存在するポートのいくつかについて所有権をもたない

場合、これらのポートは灰色の縦棒のついた黒色長方形で表示され、アクセスできないことを示して

います。これらのポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開くことはできません。 

 

 

Switch View のリフレッシュ間隔 

Switch View の表示は 15 秒間隔で更新されます。ただし、スイッチリブート後に Switch Explorer が表

示されるまでには 30 秒から 60 秒かかります。リフレッシュ間隔はファブリックのサイズに関係しま

す。大規模なファブリックではファブリックにポーリングをして表示を更新するのに時間がかかりま

す。F_Port と L_Port の接続が変更された場合は即時更新します。 

自動リフレッシュの間隔は 15 秒でないこともあります。リフレッシュ間隔はファブリック内のアクテ

ィビティや使用しているホストシステムなどによって変化します。 
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Switch Events タブと Switch Information タブ 

Switch View の下に Switch Events タブと Switch Information タブがあります。 

Switch Information View はスイッチ名、状態、Fabric OS のバージョン、ドメイン ID、IP アドレス、WWN、

現在のゾーン設定などスイッチに関する情報を表示します。Switch Information View の情報は 60 秒ご

とに更新されます。 

詳細については99ページの"スイッチ情報を表示する" を参照してください。 

 

Professional Management フリーツール 

Web Toolsと一緒にProfessional Management Toolを使うと、それぞれのファブリックの接続性を確認した

り、最新の設定をバックアップしたりリストアすることができます。図 11にSwitch Explorerの下部にあ

るFree Professional Management Toolリンクをクリックしたときに表示されるウィザードを示します。 

 
図 11 Professional Management Tool Offering 
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ツールチップを表示する 

Web Tools ボタンにカーソルを置くと、そのボタンの簡単な説明が表示されます。 

多くのコンポーネントでは、カーソルを置いたときに、そのコンポーネントに関する簡単な情報 (ツー

ルチップ) が表示されます。 

Fabric Tree でスイッチ上にカーソルを置くと、スイッチのタイプ、Ethernet IP、Fibre Channel IP、スイ

ッチの状態が表示されます。 

Switch View でブレード上にカーソルを置くと、ブレードの ID とその状態が表示されます。ツールチ

ップを表示させるときに先頭のブレードを使うと、ポートのツールチップを表示してしまう間違いを

防ぐことができます。CP ブレードのファームウェアバージョンと IP アドレスが表示されます。 

ポート上にカーソルを置くと、ポート番号、ポートインデックス、ポートタイプ (E、F、L、または

U_Port)、ポートの状態 (オンラインまたはオフライン)、ポートの状態 (in-sync、no_sync、no light、ま

たは no module)が表示されます。ポートを右クリックすると、ツールチップとポートの WWN が表示

されます。 
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右クリックオプション 

ポートを右クリックして表示されるメニューから実行できる基本的なポート管理タスクがあります。(
図 12参照) 

 
図 12 Switch Explorer からポートを右クリックして表示されるメニュー 

 Port AdminオプションでPort Administrationウィンドウを開きます。 

 Port DetailsオプションではPort Administrationウィンドウを開かずにポート情報を見ること

ができます。Port Detailsウィンドウから情報のエクスポートやコピーができます。 

 Configureオプションでは別のオプションメニューが開き、ポート名の変更、ポートの有効化

／無効化、常時有効化／無効化の設定がPort Administrationウィンドウを開かずにできます。 

 

– 28 – 



 

リフレッシュ間隔 

Web Tools ではパネルごとにリフレッシュ間隔が異なります。 

本書で説明しているリフレッシュ間隔またはポーリング間隔は、画面の更新頻度ではなく、ポーリン

グの終了から次のポーリング開始までの時間を示すものです。 

15 秒というリフレッシュ間隔はリフレッシュが 15 秒ごとに実行されることを保証しているのではな

く、次のリフレッシュ動作が 15 秒以内に行われることを保証するものです。 

自動リフレッシュの間隔は 15 秒でないこともあります。リフレッシュ間隔はファブリック内のアクテ

ィビティや使用しているホストシステムなどによって変化します。 

ファブリックを更新するときに考慮すべき点を以下に示します。 

 大規模ファブリックではスイッチから取り込むデータ量が多いため検索に時間がかかります。 

 システムのプロセッサ速度によってリフレッシュ速度が遅くなることがあります。 

 OS-Job Scheduling－データセンター内のホストシステムを使用している場合、リフレッシュ速

度に影響が出ます。 

 JVM-Performance－画面上の表示と実際にかかる時間とにズレを生じます。 

上記の理由で Port Statistics タブに表示される時間は予想どおりに更新されないことがあります。 

カウンタの時間表示は、単に"この統計データはこの時刻にスイッチから取得した"ということを示して

いるだけです。 

time フィールドはリフレッシュ動作のたびにポート統計情報とともに更新されて正確な情報を提供し

ます。 

リフレッシュ間隔はモジュールごとに異なります。表 4にモジュールごとのポーリング速度を示します。

ここに示す間隔はサンプリングレートですが、Web Toolsのリフレッシュ間隔は異なります。 

表 4 ポーリング間隔 

モジュール ポーリング速度 

Name Server 短 15 秒、ユーザ定義 

Zoning Database 60 秒 

Port Management 60 秒 

FC Routing ネットワークトラフィックによって 45～90 秒 
 

– 29 – 



 

ファブリック内のスイッチを表示する 

ファブリック内に複数のスイッチがある場合、1 つのスイッチから Web Tools を開いて、そこから他の

スイッチへアクセスすることができます。 

1. Web Toolsを開いてスイッチにログインする (9ページの"Web Toolsを開く" 参照)。 

ログインしたスイッチの Switch Explorer が表示されます。 

2. Fabric Tree が展開されていなければ Fabric Tree のプラス記号(+)をクリックしてファブリック

内にあるスイッチをすべて表示させる。 

3. Fabric Tree 内でスイッチをクリックする。 

別のブラウザウィンドウ が開いて選択したスイッチを表示します。選択したスイッチの画像

が Switch View に表示されます。スイッチの情報は Switch Events と Switch Information に表示

されます。 
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Web Tools を使う際の注意事項 

Web Tools を使う際の注意事項を以下に示します。 

 Switch Administrationウィンドウで行った変更を保存するときにエラーになった場合は、エラ

ーメッセージをメモし、ウィンドウをリフレッシュしてから、再度変更を行ってください。

リフレッシュせずに変更を続け、それを確定すると正しく保存されません。 

 ファブリック内のスイッチやダイレクタのファームウェアバージョンが異なる場合、ファブ

リックの管理には最新バージョンのファームウェアを使用してください。 

 Web Tools、CLI、や API など異なる接続先から同時にスイッチにアクセスした場合、1 つの接

続先からの変更が他の接続先に反映されず、その変更が失われることがあります。複数の接

続先がある場合は他の接続先の作業を上書きしないことを確認してください。 

 Web Tools には Zone Administration のタスクのようなファブリックレベルの変更をするものが

あります。ファブリックレベルの変更をした場合は、そのタスクの完了を確認してから次の

タスクに移ってください。大規模なファブリックではタスクの完了まで数分かかることもあ

りあます。 

 大規模ファブリックおよび多数の Discovery Domains や Discovery Domain Sets が定義されてい

るファブリックでは、データ収集や処理に時間がかかることがあります。多くの場合、プロ

グレスバーで進捗状況を見ることができます。何か操作をしたり、アプリケーションがハン

グしたと疑うまえに、データの収集と表示に充分な時間 (30 秒から 40 秒) をみてください。 

 同時に開くHTTPセッションは最大 5つまでを推奨します。HTTPセッションは Fabric Manager
または Web Tools がスイッチに接続していると見なされます。 
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Telnet または SSH クライアントウィンドウを開く 

Telnet または SSH client ウィンドウを開くと、スイッチの IP インタフェースに接続されます。 

注 

Internet Explorer 7.0 のデフォルト設定では Telnet 機能が無効になっています。

Internet Explorer 7.0 を使用する場合、Telnet ウィンドウを開くためにはレジス

トリの変更が必要です。 

1. Fabric Tree からスイッチを選択する。 

選択されたスイッチが Switch View に表示されます。 

2. TasksパネルのOtherセクションでTelnet/SSH Clientを選択する。 

Preferences ダイアログボックスが表示されます。 

3. TelnetまたはSSHをクリックしてクライアントを選択する。 

4. あらかじめ定義してある Telnet または SSH のパスを入力する。 

パス名は PC に保存してそれを参照すれば入力の手間も省け、間違いもありません。 

フィールドの右にあるボタンをクリックすると、参照機能が有効になります。 

5. OKをクリックする。 

Telnet または SSH ウィンドウが表示されます。 

6. ログインプロンプトに証明書を入力する。 

7. プロンプトにexitを入力してセッションを終了する。 
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問題追跡のためにログを収集する 

Web Tools インタフェース使用中に問題が起きた場合は、問題追跡のために Java ログを収集します。

Microsoft Windows で以下を行います。 

1. Control Panelを開きJavaを選択する。 

2. Advancedタブをクリックする。 

3. Javaコンソールを展開する。 

4. Show consoleを選択する。 

5. Web Tools を再起動する。 

Web Tools の先頭ページとともに Java コンソールが表示されます。 

6. トラブル発生時の Web Tools 操作を行う。 

7. Java コンソールに表示されるログを収集する。 

8. それ以上Javaコンソールを見る必要がなければControl Panelに戻り、手順 1 と 2 を繰り返す。

Show consoleの選択を解除する。 
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第 3 章 

ファブリックとスイッチの管理 

 

ファブリックおよびスイッチ管理の概要 

この章で説明する管理タスクのほとんどは、Switch Administrationウィンドウで実行できます。選択さ

れたスイッチからの情報がSwitch Administrationウィンドウに表示されます。 

スイッチが選択されたAdmin Domainのメンバではない場合、Switch Administrationウィンドウ内のタ

ブの多くはパーミッションのレベルに関わらず、リードオンリーモードで表示されます。Userタブは

編集可能です。その情報のほとんどが現在のAdmin Domainのスイッチメンバーシップを必要としない

からです。 

 
図 13 Switch Administration ウィンドウ－Switch タブ 

Web ToolsはSwitch Administrationウィンドウに表示される情報を自動で更新はしません (スイッチ時

刻は除く)。Switch Administrationウィンドウの表示更新は、35ページの"Switch Administrationウィンド

ウをリフレッシュする"を参照してください。 

– 34 – 



 

注意 

Switch Administrationウィンドウで行った変更の多くはバッファ内に置かれ、

変更を保存するまでスイッチには適用されません。保存せずにSwitch 
Administrationウィンドウを閉じると変更したデータは失われます。変更を

保存するにはモジュールを閉じる前に、あるいは別のタブに移動する前に

Applyボタンをクリックします。ただし、LicenseタブとSecurity Policiesは例

外です。これらのタブで行った変更はすぐに反映されるのでApplyボタンが

ありません。セキュリティポリシーのサブタブにはそれぞれApplyボタンが

あります。 

管理タスクの実行にはtelnetコマンドも使用できます。Web Toolsを使用してTelnetウィンドウを呼び出

す方法については32ページの"TelnetまたはSSHクライアントウィンドウを開く"を参照してください。 

スイッチ管理に使用するSwitch Administrationウィンドウの基本的な操作手順を以下に説明します。 

 

Switch Administrationウィンドウを開く 

この章で説明している管理操作のほとんどはSwitch Administrationウィンドウから行います。 

1. Fabric Tree からスイッチを選択する。 

Switch View にスイッチが表示されます。 

2. TasksメニューのManageセクションでSwitch Adminをクリックする。 

Switch Administrationウィンドウがベーシックモードで開きます。(34ページの図 13参照) 

ベーシックモードでは"basic"タブとオプションが表示されます。 

3. すべてのタブとオプションを見る場合は、Show Advanced Modeをクリックする。 

 

Switch Administration ウィンドウをリフレッシュする 

Switch Administrationウィンドウに表示されているファブリックのエレメント情報はいつでも更新で

きます。Switch Administrationウィンドウの別のタブをクリックすると新しく選択されたタブ内の情報

は自動的に更新されます。 
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IP および netmask 情報を設定する 

作業をはじめる前に Ethernet IP インタフェースに必要な情報 (サブネットマスク、ゲートウェイ IP ア

ドレス、Fibre Channel IP インタフェース、システムのサブネットマスクなど) を収集します。Web Tools
から Ethernet IP、サブネットマスク、gateway IP、または Fibre Channel IP を設定／変更すると、スイッ

チへのネットワーク接続は切断されます。開いているウィンドウをすべて閉じて、Web Tools を再起動

してください。 

1. Networkタブをクリックする。 

 
図 14 Network タブ 

2. 該当する IP address セクションに IP インタフェースを使用したい IP アドレスを入力する。 

IPアドレスの指定にはIPv4 AddressセクションまたはIPv6 Addressセクションを使います。 

3. IPv4 Addressセクションでは 

a. Ethernet IPフィールドにEthernet IPアドレスを入力する。 

b. Ethernet MaskにEthernet Maskアドレスを入力する。 

c. GateWay IP addressフィールドにgateway IPアドレスを入力する。 

4. IPv6 AddressではEthernet IPv6フィールドにEthernet IPアドレスを入力する。 

5. Enable IPV6 Auto Configurationを選択してIPv6 アドレスを自動設定することもできる。 

自動生成されたIPv6 アドレスはAuto Configured IPV6 Addresses欄に表示されます。スイッチ

1 つあたり 8 個の自動生成アドレスが作成されます。 
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syslog IP アドレスを設定する 

syslog IP とは syslog プロセスを実行しているサーバの IP アドレスを表します。syslog デーモンはシス

テムメッセージを読んでそれをシステム設定にしたがって該当するログファイルまたはユーザに送信

します。IP アドレスが複数設定されている場合、スイッチはすべてのエラーログエントリを指定され

たサーバ上の syslog に送信します。サーバ 6 台までサポート可能です。syslog デーモン設定について

は Fabric OS Administrator's Guide を参照してください。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Networkタブをクリックする。(図 14参照) 

3. New IPフィールドにIPアドレス ( IPv4 またはIPv6 形式)、あるいはDNS名を入力する。 

4. Addをクリックする。 

Syslog IP エリアに新しい IP アドレスが表示されます。 

5. Applyをクリックする。 
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syslog IP アドレスを削除する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Networkタブをクリックする。 

3. 一覧表からsyslog IPを選択してRemoveをクリックする。 

Clear Allをクリックして一覧表内のすべてのsyslog IPアドレスを削除することもできます。 

4. Applyをクリックする。 
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IP Filtering を設定する 

Web Tools でスイッチまたはファブリックに接続できるクライアント IP アドレスを制限することがで

きます。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Security Policiesタブをクリックする。 

3. Security Policiesメニュー上でIPFilter をクリックする。 

4. Create Policyをクリックする。 

Create IP Filter Policyウィンドウが表示されます。 

5. ポリシー名を入力し、ポリシータイプを選択して、Add Ruleボタンをクリックする。 

6. ルールの順序とソース IP アドレスを入力する。サービスポート、デスティネーションポート、

プロトコル、アクションを必要に応じて変更する。 

7. OKをクリックする。 

ポリシー作成後、このタブにあるボタン類を使ってポリシーを管理できます。 

 Edit Policボタン 

既存のポリシーを選んでそれを変更する。 

 Show Policyボタン 

読み取り専用ウィンドウでポリシーの詳細を見る。 

 Delete Policyボタン 

ポリシーを削除する。 

 Clone Policyボタン 

ポリシーをコピーする。 

同じポリシーを作る場合にこの機能を利用します。クローン作成後、それを編集して変更す

ることができます。 

 Activate Policyボタン 

既存のポリシーを有効にする。 

 Distribute Policyボタン 

ポリシーを別のスイッチに配布する。 

 Accepts Distributionチェックボックス 

ポリシーの配布を承諾するか拒否するかを設定する。 
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スイッチ設定 

Switch Administrationウィンドウ上のSwitchタブを使って基本的なスイッチ設定を行います。 

Switchタブの例を34ページの図 13に示します。 

 

スイッチを有効にする／無効にする 

スイッチが有効になっているかどうかは、Switch Administrationウィンドウの右下の表示で判断できま

す。アイコン上にカーソルを置くとシステムがそのスイッチの状態を示すテキストを表示します。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Switchタブをクリックする。 

3. Switch Statusセクションでスイッチを有効にする場合はEnableを、無効にする場合はDisable
をクリックする。 

4. Applyをクリックする。 

変更を保存するかどうか確認のダイアログが表示されます。Yesをクリックして変更を保存し

てください。 

 

スイッチ名を変更する 

スイッチはその IP アドレス、ドメイン ID、WWN、あるいはスイッチ名で識別されます。 

スイッチ名には英文字、数字、ハイフン (-)、アンダースコア (_)を含むことができますが、先頭文字

は英文字でなければなりません。30 文字まで可能です。 

注 

システムメッセージのなかにはスイッチのサービスをシャーシ名で識別する

ものがあります。スイッチ名やシャーシ名に意味のある名前をつけておくと

システムログが扱いやすくなります。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Switchタブをクリックする。 

3. Nameフィールドに新しいスイッチ名を入力してApplyをクリックする。 
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スイッチのドメイン ID を変更する 

ドメイン ID はスイッチが有効になったときに動的にアサインされますが、ファブリック結合の際のド

メイン ID 不一致を解決するために特定の ID を要求することもできます。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Switchタブをクリックする。 

4. Domain IDフィールドに新しいドメインIDを入力する。 

ドメイン ID はインターオペラビリティのモード設定によって入力できるドメイン ID の範囲

が異なります。 

・IM0：1 から 239 の間で指定します。 

・IM2：オフセット値に依存します。 

・IM3：オフセット値に依存します。 

5. Applyをクリックする。 

6. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

 

スイッチのレポートを参照する／印刷する 

スイッチのレポートには以下の情報が含まれます。 

 ファブリック内のスイッチのリスト 

 スイッチ設定パラメータ 

 Name Server 情報 

 ゾーン設定情報 

 SFP のシリアル ID 情報 

レポートの参照や印刷は次の手順で行います。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Switchタブをクリックする。 

3. View Reportをクリックする。 

4. 別のウィンドウに表示されたレポートをブラウザで見るかあるいは印刷する。 
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スイッチのリブート 

スイッチをリブートすると、リブートはすぐに実行されます。スイッチ上にトラフィックがないこと、

実行中のタスクがないことを確認してください。トラフィックはリブート中は中断されますが、フレ

ームの脱落はありません。保存されていない変更は破棄されますので、リブートの前に保存してくだ

さい。 

 

高速ブートを実行する 

高速ブートは POST をバイパスするので、ブート時間を短縮できます。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Fastbootをクリックする。 

3. Fastboot ConfirmationウィンドウでYesをクリックして続行する。 

4. Applyをクリックする。 

 

リブートを実行する 

以下の手順で CP をリブートし、通常のパワーオンブートシーケンスを実行します。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Rebootをクリックする。 

3. Reboot ConfirmationウィンドウでYesをクリックして続行する。 

4. Applyをクリックする。 
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システム設定パラメータ 

ファブリックパラメータを設定する前にスイッチを無効にしなければなりません。 

以下のシステム設定パラメータが変更できます。 

 スイッチファブリック設定 

 仮想チャネル設定 

 アービトレイトループパラメータ 

 システムサービス 

 署名付きファームウェア 

 

ファブリックのパラメータを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Configureタブをクリックする。 

4. Fabric サブタブをクリックする。 

 
図 15 Configure タブ、Fabric サブタブ 

5. ファブリックパラメータを変更する。 

6. Applyをクリックする。 

7. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 
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ファブリック設定 

ConfigureタブのFabric サブタブで以下のパラメータを設定します。 

BB Credit buffer-to-buffer クレジット 
接続デバイスがフレーム受信に使用できるバッファの数を指定します。 

R_A_TOV リソース割当てタイムアウト時間 (ミリ秒)。 
この変数は E_D_TOV と共に使用され、エラーが表示されたときのスイッチ

の動作を決めます。デフォルトは 10000 です。 
指定可能な範囲は (2*E_D_TOV) –120000 です。値は 1000 の倍数でなけれ

ばなりません。 

E_D_TOV エラー検出タイムアウト時間 (ミリ秒)。 
このタイマは設定した時間内に期待した応答が得られなかった場合にエラー

の可能性を知らせるものです。 

Datafield size データフィールドの 大許容サイズ (バイト)。有効範囲は 256 から 2112 で

す。 

Sequence Level Switching このボックスを選択すると、特定のグループから同じシーケンスのフレーム

を同時に送信することが可能になります。このオプションが選択されないと、

フレームは複数のシーケンスで交互に送信されます。通常の環境ではシーケ

ンスレベルの切替はパフォーマンスの観点から無効にされています。しかし、

複数のシーケンスで交互に送信されたフレームを受信することに問題がある

ホストアダプタもあります。 

Disable Device Probing スイッチの N_Port 発見プロセス(PLOGI、PRLI、INQUIRY)が接続デバイス

の不具合の要因となるときだけこのモードを設定します。設定すると Name 
Server に登録されていないデバイスは Name Server データベースに表示さ

れなくなります。 

Per-Frame Routing Priority フレームごとにルーティングの優先順位をつけるかどうかを選択します。

Enable に設定すると仮想チャネル ID がフレームヘッダと組み合わせて使用

され 終的な仮想チャネル ID が形成されます。 

Suppress Class F Traffic VC-encoded address mode パラメータが設定されている場合のみ適用され

ます。選択すると、translative addressing (プライベートデバイスがパブリックデ
バイスと連絡することを可能にする) が無効になります。 

Insistent Domain ID Mode このモードを設定すると、リブート、パワーオン／オフ、フェイルオーバな

どの際にドメイン ID を現在のままにすることができます。FICON データを

送信するためにファブリック全体に必要とされます。 
 

Insistent Domain ID モードを有効にする 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Configureタブをクリックする。 

4. Fabric サブタブをクリックする。 

5. Insistent Domain ID Modeチェックボックスを選択する。 

6. Applyをクリックする。 

7. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

 

仮想チャネルのパラメータを設定する 

8 つの仮想チャネル (VC) 用のパラメータを設定して、特定のアプリケーション微調整できます。最初
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の 2 つの仮想チャネルは内部機能用なので、変更はできません。 

注意 

デフォルトの仮想チャネルパラメータはスイッチの性能にあわせて最適に設

定されています。デフォルト設定を変更するとスイッチのパフォーマンスが

向上することも、低下することもあります。変更の効果に充分な理解がない

限り、設定を変更しないでください。 

VC Priority には仮想チャネル用に優先権が与えられるフレームトラフィックのクラスを指定します。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Configureタブをクリックする。 

4. Virtual Channel サブタブをクリックする。 

5. VC Priorityフィールドに変更したい値 (2 または 3) を入力する。 

6. Applyをクリックする。 

7. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

 

Arbitrated Loopパラメータを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Configureタブをクリックする。 

4. Arbitrated Loop サブタブを選択する。 

5. チェックボックスをオン (またはオフ) にして該当する AL パラメータを有効 (または無効) 
にする。 

6. Applyをクリックする。 

7. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

 

Arbitrated loop parameters 

ConfigureタブのArbitrated Loopサブタブで以下のパラメータを設定します。 

Send Fan Frames Fabric Address Notification (FAN) のフレームをパブリックなループデバ

イスに送信し、そのノード ID とアドレスを通知するよう指定するとき、

このチェックボックスをオンにします。 

Always Send RSCN ループ初期化の完了後、FL_Ports はデバイスの新規追加、または既存デ

バイスの削除を検知すると Remote State Change Notification (RSCN)が
発行されます。このチェックボックスをオンにすると、リモートの状態変

化に関係なくループ初期化の完了後に RSCN が発行されます。 

Do Not Allow AL_PA 0x00 このチェックボックスをオンにすると、AL_PA 値としての 0x00 を無効に

します。 
 

システムサービスを設定する 

F_Port および FL_Port に対する FCP リードリンクステータス (RLS)プロービングを有効 (または無効) 
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にできます。デフォルトでは無効に設定されています。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

3. Configureタブをクリックし、次いでSystem サブタブをクリックする。 

4. Disable RLS Probingチェックボックスを選択してRLSプロービングを無効にする。チェックボ

ックスをオフにするとRLSプロービングが有効になる。 

5. Applyをクリックする。 

6. スイッチを有効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

 

署名付きファームウェアを設定する 

デバイスにファームウェアがダウンロードされるとき、システムはコンフィグレーション設定に基づ

いてファームウェアを検証します。デフォルトでは、署名付きファームウェアのダウンロードは無効

になっています。 

注 

初回のダウンロードでは署名付きファームウェアは無視されます。初回のダ

ウンロードの後、公開鍵がダウンロードされ、次回からこの機能をオンにで

きます。 

公開鍵はSwitch AdministrationウィンドウのFirmware Downloadタブで見る

ことができます。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Configureタブをクリックし、次いでFirmware サブタブをクリックする。 

3. Enable Signed Firmware Downloadチェックボックスを選択する。 

4. Applyをクリックする。 
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イベント監視 

Web Tools はファブリック全体、スイッチ全体のイベントを表示します。イベント情報には以下のソー

ト可能なフィールドがあります。 

 スイッチ名 

 メッセージ番号 

 タイムスタンプ 

 イベント発生元 (論理スイッチかシャーシか) の情報 

 同様なイベントの発生回数 

 イベントの重大度 

 一意なメッセージ識別子 (moduleID-messageType 形式) 

 根本原因分析のための詳細エラーメッセージ 

イベントの重大度にはCritical、Error、Warning、およびInfoの 4 段階があります。表 5にSwitch Eventsタ
ブに表示されるメッセージの重大度とその内容を示します。 

Switch EventsタブでFilterボタンをクリックするとFilter Events ダイアログボックスが開きます。Filter 
Events ダイアログボックスでSwitch Eventsタブに表示するイベントを定義することができます。イベ

ントのフィルタリングについては49ページの"スイッチのイベントにフィルタをかける"を参照してく

ださい。 

表 5 イベントの重大度レベル 

重大度レベル 説明 

 
Critical 

直ちに修正しないとサブシステムの完全または部分的なダウンにつながる重大な問題を

ソフトウェアが検出したことを示します。例えば、電源異常や高温異常などは早急な対策

が必要です。 

 
Error 

システム全体の機能に重大な影響を与えることはないエラーを示します。 
例えば、ある操作でのタイムアウト発生、ある操作での再試行後の失敗、無効なパラメー

タ、要求された操作の実行失敗などを示します。 

 
Warning 

確認が必要である、またはまたは将来的に障害を引き起こす可能性がある現行の運用状況

を反転表示します。例えば、冗長構成中の電源が故障した場合に冗長性が失われたことを

警告し、故障した電源の交換修理を促します。 

 
Info 

システム構成部品のエラー以外の状態を通知します。例えば、ファブリックポートのオン

ライン、オフライン状態などを報告します。 
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スイッチのイベントを表示する 

Switch Eventsは選択されたスイッチのイベントログを表示します。(図 16参照) 

スイッチのイベントは 15 秒おきにポーリングされ、更新されます。スイッチのイベントにオンデマン

ドリフレッシュのオプションはありません。 

デュアルスイッチ構成の場合はすべてのシャーシ関連のイベントがそれぞれの論理スイッチのイベン

トリストに表示されます。 

1. Fabric Tree からスイッチををクリックする。 

Switch View が表示されます。 

2. 必要ならば、Switch Eventsタブをクリックする。 

 
図 16 Switch Events タブ 

カラムヘッドをクリックしてイベントの表示順序を変更したり、カラムデバイダをドラグし

てカラム幅を変更することができます。また、カラムヘッドで右クリックすると、カラム幅

の変更、表示順序 (昇順／降順) の変更、表示するカラムの選択などができます。 
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スイッチのイベントにフィルタをかける 

ファブリックとスイッチのイベントに時刻、重大度、メッセージ ID、およびサービスごとにフィルタ

をかけることができます。どれか 1 つにフィルタを適用することも複数のフィルタタイプに同時に適

用することもできます。フィルタが適用されると、フィルタ情報が画面下部に表示され、Show All リ
ンクボタンが有効になってフィルタされていない情報を見ることができます。 

1. Switch Eventsタブを開く。(48ページの"スイッチのイベントを表示する" 参照) 

2. Filterをクリックする。 

Event Filter ダイアログボックスが表示されます。 

 
図 17 Event Filter ダイアログボックス 

3. フィルタをかける期間を指定するには： 

a. Fromチェックボックスを選択して開始日時をフィールドに入力する。 

b. Toチェックボックスを選択して終了日時をフィールドに入力する。 

4. 決まった日時に始まるイベントにフィルタをかけるには、Fromチェックボックスを選択して

開始日時を入力する。 

5. 決まった日時に終了するイベントにフィルタをかけるには、Toチェックボックスを選択して

終了日時を入力する。 

6. OKをクリックする。 

フィルタ設定が有効になり、ウィンドウが新しいフィルタ情報に更新されます。 
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イベントの重大度によってフィルタをかける 

1. Switch Eventsタブを開く。(48ページの"スイッチのイベントを表示する" 参照) 

2. Filterをクリックする。 

Event Filter ダイアログボックスが表示されます。 

3. Levelをクリックする。 

4. 表示させたい重大度を選択する。 

5. OKをクリックする。 

フィルタ設定が有効になり、ウィンドウが新しいフィルタ情報に更新されます。 

 

メッセージ IDによってフィルタをかける 

1. Switch Eventsタブを開く。(48ページの"スイッチのイベントを表示する" 参照) 

2. Filterをクリックする。 

Event Filter ダイアログボックスが表示されます。 

3. Message IDを選択する。 

4. 関連するフィールドにメッセージ ID を入力する。 

複数のメッセージ ID をコンマで区切って入力できます。メッセージ ID は全体 
(moduleID-messageType) でも部分 (moduleID のみ) でもどちらでも可能です。メッセージ ID
のフィルタ設定は大文字小文字を区別します。 

5. OKをクリックする。 

フィルタ設定が有効になり、ウィンドウが新しいフィルタ情報に更新されます。 

 

サービスコンポーネントによってフィルタをかける 

1. Switch Eventsタブを開く。(48ページの"スイッチのイベントを表示する" 参照) 

2. Filterをクリックする。 

Event Filter ダイアログボックスが表示されます。 

3. Serviceをチェックする。 

Event Serviceメニューが有効になります。 

4. メニューからSwitchとChassisのどちらかを選択する。 

Switch は論理スイッチからのメッセージ、Chassis はシャーシからのメッセージのみを表示し

ます。 

5. OKをクリックする。 

フィルタ設定が有効になり、ウィンドウが新しいフィルタ情報に更新されます。 
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Name Server エントリの表示 

Web ToolsはSimple Name Serverデータベース内のName Serverエントリリストを表示します (図 18参照)。
ローカルドメインに関連するエントリだけではなく、Name Serverエントリがすべて表示されます。1
行に 1つのデバイスが表示されます。カラムヘッドをクリックしてエントリの表示順序を変更したり、

カラムデバイダをドラグしてカラム幅を変更することができます。また、カラムヘッドで右クリック

すると、カラム幅の変更、表示順序 (昇順／降順) の変更、表示するカラムの選択などができます。 

 

Admin Domain の条件 

Name ServerのエントリリストはファブリックデバイスのAdmin Domainメンバ構成に基づいてフィル

タがかけられています。Name Serverテーブルには現在ログイン中のAdmin Domainのメンバだけが表示

されています。このメンバにはAdmin Domainのダイレクトメンバであるデバイスと、そのデバイスの

ポートに接続されているデバイスが含まれます。その他のファブリックデバイスは現在のAdmin 
DomainのName Serverビューには表示されません。 

  

1. TasksメニューのMonitorセクションで Name Serverをクリックする。 

Name Serverウィンドウが表示されます。 

 
図 18 Name Server ウィンドウ 

2. Name Serverエントリに自動リフレッシュ間隔を設定するには、Name Serverウィンドウの

Auto Refreshチェックボックスを選択し、リフレッシュ間隔を秒単位で入力する。 

最短間隔は 15 秒です (これがデフォルトです)。 
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Name Serverエントリを印刷する 

1. TasksメニューのMonitorセクションで Name Serverをクリックする。 

Name Serverウィンドウが表示されます。 

2. Printをクリックする。 

3. Page Setup ダイアログボックスで、印刷の設定をし、OKをクリックする。 

Print ダイアログボックスが表示されます。 

4. プリンタを選択してOKをクリックする。 

 

特定のデバイスに関する Name Server 情報を表示する 

1. TasksメニューのMonitorセクションで Name Serverをクリックする。 

Name Serverウィンドウが表示されます。 

2. Domain欄からデバイスをクリックする。 

3. Detail Viewをクリックする。 

Name Server Information ダイアログボックスにそのデバイス固有の情報が表示されます。 

 

特定のデバイスに関するゾーンメンバを表示する 

1. TasksメニューのMonitorセクションで Name Serverをクリックする。 

Name Serverウィンドウが表示されます。 

2. Domain欄からデバイスをクリックする。 

3. Accessible Devicesをクリックする。 

Zone Accessible Devicesウィンドウにそのデバイスにアクセス可能なゾーンメンバに関する情

報が表示されます。 
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第 4 章 

設定ファイルとファームウェアの管理 

設定ファイルのバックアップ 

設定ファイルの消失や予期せぬ変更に備えて、バックアップをとってください。ファブリック内のス

イッチすべてについて個々にバックアップが必要です。別のスイッチから設定をコピーすることは避

けるべきです。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. Show Advanced Modeを選択する。 

3. Configureタブをクリックする。 

Configure 画面が表示されます。 

4. Upload/Downloadタブをクリックする。 

Upload/Download 画面が表示されます。 

デフォルトでは、FunctionにはConfig Uploadが、設定ファイルのソースとしてNetworkが選択

されています。 

 
図 19 Upload/Download タブ 
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5. ネットワークからアップロードする場合はホスト名またはIPアドレスをHost Nameフィール

ドまたはIPフィールドに、ホストへのアクセスに必要なユーザIDとパスワードをUser Nameフ
ィールドおよびPasswordフィールドに入力し、アップロードに使用するプロトコルを選択す

る (デフォルトはFTP)。"Secure Copy Protocol (SCP)"を選択するとUser Nameフィールドに

"anonymous"を指定することはできない。 

6. 設定ファイル名に完全修飾パス名を付けて入力する。あるいはConfiguration File Nameフィー

ルドから選択する。 

7. Fabric IDセレクタを使ってアップロードする設定ファイルをもつ論理スイッチのファブリッ

クIDを選択する。 

セレクタには定義されている仮想ファブリック ID (物理スイッチのデフォルト 128、シャーシ

レベルの設定、およびすべてのシャーシとスイッチ) がすべて表示されます。 

 
8. Applyをクリックする。 

Upload/Download Progressバーで進捗状況を見ることができます。 
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設定ファイルのリストア 

設定ファイルのリストアは、保存されているバックアップの設定ファイルをダウンロードしてスイッ

チ上の設定ファイルを上書きすることを意味します。この手順は予定されているダウンタイムの間に

実行してください。 

ダウンロードしようとしている設定ファイルがスイッチのモデルに適合しているかどうか確認してく

ださい。 

異なるモデルから設定ファイルをダウンロードするとスイッチが故障する可能性があります。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. Show Advanced Modeを選択する。 

3. Configureタブをクリックする。 

Configure 画面が表示されます。 

4. Upload/Downloadタブをクリックする。 

Upload/Download configuration screen が表示されます。 

デフォルトでは、FunctionにはConfig Uploadが、設定ファイルのソースとしてNetworkが選択

されています。 

 
図 20 Upload/Download タブ 

5. Function欄でConfig Download to Switchを選択する。 
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6. ネットワークからダウンロードする場合はホスト名またはIPアドレスをHost Nameフィール

ドまたはIPフィールドに、ホストへのアクセスに必要なユーザIDとパスワードをUser Nameフ
ィールドおよびPasswordフィールドに入力し、ダウンロードに使用するプロトコルを選択す

る。デフォルトはFTPである。"Secure Copy Protocol (SCP)"を選択するとUser Nameフィールド

に"anonymous"を指定することはできない。 

7. 設定ファイル名に完全修飾パス名を付けて入力する。あるいはConfiguration File Nameフィー

ルドから選択する。 

8. Fabric IDセレクタを使って設定ファイルをダウンロードする論理スイッチのファブリックID
を選択する。 

セレクタには定義されている仮想ファブリック ID (物理スイッチのデフォルト 128、シャーシ

レベルの設定、およびすべてのシャーシとスイッチ) がすべて表示されます。 

 
9. 論理スイッチのファブリックIDをTemplate Fabric IDに入力する。 

10. Applyをクリックする。 

Upload/Download Progressバーで進捗状況を見ることができます。 
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ファームウェアダウンロードの実行 

ファームウェアのダウンロード時、スイッチはリブートし、ブラウザとスイッチの接続が一時中断し

ます。接続が回復すると、ブラウザで実行中のソフトウェアのバージョンは新たにインストールされ

たソフトウェアのバージョンとは違ってしまいます。ファームウェアバージョンの不一致を回避する

ために Web Tools ウィンドウをすべて閉じてログインし直す必要があります。シャーシベースのスイッ

チでは接続ロスは一時的なものですぐに回復する旨のポップアップメッセージが表示されますが、そ

れでもウィンドウをすべて閉じてログインし直さなければなりません。 

ファームウェアダウンロードを要求すると、システムはまずダウンロードするファイルのサイズを調

べます。コンパクトフラッシュに充分な空き容量がない場合、Web Tools はメッセージを表示してダウ

ンロードを実行しません。 

注 

ファームウェアダウンロードを実行できるのは現在の Admin Domain がスイ

ッチを所有しているときだけです。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Firmware Downloadタブをクリックする。 

 
図 21 Firmware Download タブ 

3. ファームウェアをダウンロードするのか、ファームウェアキーをダウンロードするのか選択

する。 
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4. ダウンロードソースはネットワークにあるを選択する。 

5. ホスト名または IP アドレス、ユーザ名、パスワード、release.plist ファイルへの完全修飾パス

名を入力する。 

IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で入力します。 

パス名は以下の構文で指定します。 

//<directory>/<fos_version_directory>/release.plist 

ここで、<directory>は<fos_version_directory>のエントリポイントへのパス、

<fos_version_directory>は解凍した Fabric OS が配置される場所を示します。 

例： 

//directory_1/my_directory/v6.2.0/release.plist 

6. Protocol Typeフィールドでプロトコルの種類を選択する。 

"Secure Copy Protocol (SCP)"を選択した場合 User フィールドに"anonymous"を指定することは

できません。 

7. Applyをクリックする。 

ファームウェアのダウンロードが始まります。Firmware Download プログレスバーで進捗状況

を見ることができます。 

ダウンロードの途中、ファームウェアキーがスイッチにダウンロードされた後、スイッチへ

の接続は切断され、Web Tools は現在のセッションを無効にします。(アップフロントのログイ

ンが常に有効になっており、それを無効にはできないので、Web Tools はすべてのウィンドウ

を無効にします。) 

8. すべての Web Tools ウィンドウを閉じて、再度ログインする。 

ログイン時にファームウェアのダウンロードが進行中の場合は引き続き進捗状況を見ること

ができます。 
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インターオペラビリティを有効にする 

インターオペラビリティを設定すると、Web Tools はスイッチのドメイン ID が選択したインターオペ

ラビリティモードの範囲内にあるかどうか確認します。範囲は以下のとおりです。 

 通常のドメイン ID の範囲は 1 から 239 です。 

 McDATA Fabric モードがサポートするドメイン ID の範囲は 1 から 31 です。 

 Open Fabric モードの範囲は 97 から 131 です。 

 インターオペラビリティモードに変更を加える前に Web Tools はスイッチのドメイン ID が範

囲内にあるかどうかチェックします。範囲内にない場合はインターオペラビリティモードを

有効にする前にドメイン ID を変更するよう、警告メッセージを出します。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. スイッチを無効にする。(40ページの"スイッチを有効にする／無効にする"参照) 

インターオペラビリティの設定は無効な (オフラインの) スイッチに対してのみインターオ

ペラビリティの設定を変更できます。ログインした Admin Domain がスイッチを所有している

場合のみスイッチを無効にできます。 

3. Configureタブをクリックし、次いでInteroperability サブタブをクリックする。 

 
図 22 Configure タブ、Interoperability サブタブ 

4. モードを選択し、Applyをクリックする。 

5. スイッチを有効にする。 
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第 5 章 

ポート管理 

ポート管理の概要 

この章では FC ポートの管理について説明します。 

Port Administrationウィンドウは 2 分ごとに自動更新されます。Web Toolsでポートに変更を行った場

合は即時ウィンドウが更新されます。 

ポート管理には、switchadmin、admin、basicswitchadmin、operator、または fabricadmin ロールでログイ

ンする必要があります。user、securityadmin、または zoneadmin role ロールでログインした場合はポー

ト情報を見ることだけできます。 

 

Port Administrationウィンドウを開く 

 Switch ViewでPort AdminをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

ウィンドウ がBasic Modeで開きます。(60ページの図 23参照) アクセス可能なポートについて

は24ページの"Switch View" を参照してください。 

 
図 23 Port Administration ウィンドウ－FC Ports、Basic Mode 
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Port Administrationウィンドウにはスイッチ上のポートに関する情報が表示されます。ウィンドウ右上

のShow Advanced Modeボタンをクリックするとポート管理のオプションが表示されます。(図 24参照) 

 
図 24 Port Administration ウィンドウ－FC Ports、Advanced Mode 
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Port Administration ウィンドウの構成 

Port Administrationウィンドウの左上部には次の 2 つのタブがあります。(60ページの図 23参照) 

 FC Portsタブにはスイッチ上のすべてのFCポート (物理FCポート) が表示されます。 

 左側には Ports Explorer ツリーがあります。ツリーには以下の項目が表示されます。 

– Switches—スイッチの ID、括弧内はスイッチ名です。例：3(MapsSW_202) 

– Blades—ブレードのスロット番号、括弧内はブレード ID です。例：Slot 7(24) 

– Ports—ポート番号です。例：Port 2 

 ボタンエリア 

このエリアには選択したポートで実行可能なタスクがボタン表示されています。複数のポー

トを選択した場合はそれらのポートすべてに実行可能なボタンだけが使用可能になります。

実行不能の場合はボタンがグレー表示になって選択できません。 

– ポート情報はポートの一覧または指定したポートのどちらかに表示されます。 

– スロットまたはスイッチを選択すると、そのスロットまたはスイッチのすべてのポートを

表示します。(64ページの図 25参照) 

– ポートを選択すると、そのポートの詳細情報を表示します。(61ページの図 24参照) 

– Basic Modeで表示するかAdvanced Modeで表示するか選択できます。サブタブでさらに詳

細なポート情報を見ることもできます。利用可能なサブタブは選択したポートタイプによ

って異なります。 

 ポート詳細情報の参照にBasic Modeを選択すると以下のサブタブが表示されます。 

– General—すべてのポート 

 View Details 

 Rename 

 Edit Configuration 

 Enable/Disable (ポート) 

 Persistent Enable/Persistent Disable (ポート) 

– SFP—物理ポートのみ (FC) 

 ポート機器の基本情報 
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– Port Statistics—すべてのポート 

 ポートの基本情報と統計情報 

 ポートの詳細情報 

Port Statistics サブタブでは絶対値表示とデルタ表示のどちらの形式も選択できます。デル

タ表示は現在のポートの傾向を見るのに適しています。ポート統計情報カウンタをクリア

するにはClear Countersボタンをクリックします。 

 ポート詳細情報の参照にAdvanced Modeを選択すると以下のサブタブが表示されます。 

– General—すべてのポート 

 Enable/Disable Trunking 

 Enable/Disable NPIV 

 Port Swap 

 F_Port Trunking 

 Re-Authenticate 

 Bind/Un-Bind PID 

 F-Port BB Credit 

– SFP—物理ポートのみ (FC) 

 ポート機器の詳細情報 

– Port Statistics 

 ポート詳細情報 

 エラー詳細情報 
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Controllable 属
性 

Advanced Modeから見ることができる"Controllable"属性は、すべてのポートにあり、RBACパーミッシ

ョンとAdmin Domainパーミッションの組合せを表しています。(図 25参照) 

Controllable属性は次の場合にNoになります。 

 アカウントのパーミッションがリードオンリーの場合、Admin Domain コンテキストに関係な

くすべてのポートは読み取り専用モードで表示されます。設定に関する機能はすべて無効に

なります。 

 非所有の E_Port と非所有スイッチ上のインダイレクトメンバーポートへのアクセスは読み取

り専用モードとなり、RBAC パーミッションに関係なく制御不能です。 

現在のAdmin Domainに直接所有されているポートと現在のAdmin Domainに所有されているスイッチ

上のすべてのポートでは、ロールにポート変更のパーミッションがついていれば、Controllable属性は

Yesとなります。ポートが制御可能であれば、設定に関する機能はすべて有効です。 

非所有スイッチ上のポートでE_Portではなく、現在のAdmin Domainのダイレクトメンバ、インダイレ

クトメンバのどちらでもないポートはアクセス不可でPort Administrationウィンドウに表示されませ

ん。 

 
図 25 Port Administration ウィンドウ－Table view 
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FC ポートの設定 

FC Port Configurationウィザードを使用して物理ポートに対してポートタイプ、ポート速度設定ができ

ます。 

FC Port Configurationウィザードを開く方法を説明します。手順はウィザードで見ることができるので

ここでは省略します。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。(60ページの図 23
参照) 

2. FC Portsタブをクリックする。 

 
図 26 FC Port Configuration Wizard－FC Ports 

3. 左側のツリーから設定したいポートを選択する。 

4. Generalタブをクリックする。 

5. Edit Configurationをクリックする。 

FC Port Configurationウィザードが開きます。各フィールドには現在の設定値が表示されてい

ます。 

Edit ConfigurationウィンドウにLong Distanceは表示されません。(図 26参照) ポート詳細を表

示させたときにViewタブから見ることができます。 

6. ウィザードの指示にしたがってポートのタイプを設定する。 

無効になっているポートを設定した場合、設定チェックボックスの後に Enable Port が表示さ

れます。チェックボックスをオンにすると、設定完了後に無効ポートが自動的に有効になり

ます。チェックボックスをオフのままにすると、設定完了後もポートの状態は変わりません。 

   注：“Ex-Port”機能は本機器では未サポートです。 
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7. ポートのスピードを設定する。 

 
図 27 FC Port Configuration Wizard－FC Ports Parameters 

注：“Ingress Rate Limit(Mb/s)”, “Long Distance Mode”, “Desired Distance”は FOS のバージョンに

よって表示されますが、未サポート機能です。 

 

8. 設定したポートのパラメータが表示されますので、設定内容が正しいか確認し、”Save”ボタン

をクリックしてください。 

 
図 28 FC Port Configuration Wizard－FC Ports Configuration 
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9. Report画面に Configurations are completed successfully”表示が出たら設定終了です。”Close”ボタ

ンを押してFC Port Configurationウィザードを終了します。 
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可能なポートタイプ 

FCポートに関して、ポートタイプに関連する下記の値がPort Administrationウィンドウに表示されま

す。 

Port Type 実際の、あるいは現在のポートタイプを示しています。ポートがオフラインの場合、

この値は可能なポートタイプを示します (ポートタイプに制約がない場合は U_Port
です)。ポートがオンラインの場合、実際にネゴシエートしたポートのタイプを示し

ます。 

Allowed Port Type 許可されたポートタイプ、または設定可能なポートタイプを示します。 
 
Allowed Port Type にはポートが立ち上がったときにネゴシエート可能なポートタイプを示しています。

次のポートタイプが許可されています。 

L_Port ループデバイスに接続できるポートです。 

F_Port 非ループデバイスに接続できるポートです。 

E_Port 他のスイッチに接続できるポートです。 

U_Port 物理 FC ポート：E_Port、F_Port、または L_Port のどれかです。 
 
ウィザードがポートの選択を促したときにすべてのボックスが選択状態になっている場合、ポートタ

イプに制限はありません。スイッチが立ち上がったときに、ポートは接続しているデバイスやスイッ

チに応じて優先するタイプにネゴシエートします。 

チェックボックスをオフにするとオフになったタイプのポートしては機能しなくなります。少なくと

も 1 つのタイプは選択されていなければなりません。L_Port と F_Port の両方をオフにすることはでき

ません。E_Port と L_Port だけで FC ポートを構成することはできません。 
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ポート名の指定 

ポート名は任意につける事ができます。FCポートに名前を付けるとポートグループ作成が楽にできま

す。FCポート名を変更することもできます。ポートに名前を付けるとPortsタブのPort Name欄にその

ポート名が表示されます。 

ポート名は Ficon Management Server (FMS)モードが有効になっていなければ 1～32 桁の英数字で指定

できます。FMS モードが有効になっている場合は、1～24 桁の英数字に制限されます。カンマ (,)、セ

ミコロン (;)、"at"記号(@)は使えません。 

注 

必須ではありませんが、一意なポート名を推奨します。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. FC Portsタブをクリックする。 

3. 左側のツリー表示から名前を変更したいポートのあるスイッチまたはスロットをクリックす

る。 

4. 名前を変更したいポートを一覧表から選択する。 

5. Renameをクリックする。 

6. ポート名を入力してRenameをクリックする。 

現在のポート名を削除する場合は、フィールドを空白にしてRenameをクリックします。 
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ポートの有効化／無効化 

以下の手順でポートを有効 (または無効) にします。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. FC PortsタブまたはGigE Portsタブをクリックする。 

3. 左側のツリー表示から有効 (あるいは無効) にしたいポートのあるスイッチまたはスロット

をクリックする。 

4. 一覧表からポートを選択する。 

複数のポートを選択する場合は、Shift または Ctrl キーを押しながら選択します。一覧表から

複数のポートを選択できます。ツリーから複数のポートを選択することはできません。 

5. EnableまたはDisableをクリックする。 

ボタンがグレー (選択できない状態) になっている場合、ポートはすでに有効 (または無効) 
になっています。例えば、Enable ボタンがグレーの場合、ポートはすでに有効になっていま

す。 

複数のポートに有効と無効を選択した場合、ボタンは両方ともアクティブになります。どち

らかのボタンをクリックすると、選択されているポートすべてにその動作が反映されます。 

6. 確認ウィンドウでYesをクリックする。 

 

ポートの有効化／無効化条件 

ポートの有効化／無効化に必要な条件と制限事項は以下のとおりです。 

 デバイスに接続されているポートを無効にすると、ファブリックからそのデバイスにアクセ

スできなくなります。 
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ポートの常時有効化／無効化 

以下の手順で FC ポートの常時有効化 (または無効化) を設定します。 

注 

FMS が有効になっていると、ポートの有効化／無効化はできません。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. FC Portsタブをクリックする。 

3. 左側のツリー表示からそのポートのあるスイッチまたはスロットをクリックする。 

4. 一覧表からポートを選択する。 

複数のポートを選択する場合は、Shift または Ctrl キーを押しながら選択します。一覧表から

複数のポートを選択できます。ツリーから複数のポートを選択することはできません。 

5. Persistent Enableまたは Persistent Disableをクリックする。 

ボタンがグレー (選択できない状態) になっている場合、ポートはすでにその状態になってい

ます。例えば、Persistent Enableボタンがグレーの場合、ポートはすでにブート時に有効にな

るよう設定されています。 

複数のポートに有効と無効を選択した場合、ボタンは両方ともアクティブになります。どち

らかのボタンをクリックすると、選択されているポートすべてにその動作が反映されます。 

6. 確認ウィンドウでYes をクリックする。 
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NPIV ポートの有効化／無効化 

Web Tools では、ポート上で NPIV 機能を有効にする (または無効にする) ことだけが可能です。 

注 

NPIV 機能は Access Gateway モードが有効になっているときには無効化はで

きません。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. FC Portsタブをクリックする。 

3. 左側のツリー表示から有効にしたい (または無効にしたい) 論理ポートを選択する。 

4. Enable NPIVまたはDisable NPIVをクリックする。 

 

 

– 72 – 



 

第 6 章 

ゾーン設定の管理 

ゾーニングの概要 

この章では、ゾーニング設定とその管理について説明します。Zoning Administrationウィンドウの左の

ペインには次の 2 つのオプションがあります。 

 Basic zones 

 Traffic isolation zones 

この 2 つのゾーニングは Web Tools で実行できます。 
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Basic ゾーン 

Basic ゾーニング機能では Storage Area Network (SAN) を互いにアクセスできる論理的なデバイスグル

ープに分割することができます。例えば、Windows サーバおよびストレージが UNIX のサーバおよび

ストレージに干渉しないように SAN を 2 つのゾーン (winzoneと unixzone) に分割することができます。 

ゾーンは動的に作成されます。2 つのゾーンはファブリックに接続されているデバイスの数によってサ

イズも異なります。デバイスは複数のゾーンに属することもできます。ゾーンメンバは同じゾーン内

の他のメンバにのみアクセスできるので、ゾーンに含まれていないデバイスはメンバからは利用でき

ません。 

 

Traffic Isolation ゾーン

（未サポート） 

Traffic Isolation ゾーン (TI zone) は特別なゾーンで、特定のトラフィックフローに対して専用のパスを

作成します。TI ゾーンはストレージへの分割アクセスよりはむしろトラフィックの最適化や制御のた

めに使用されます。本機器においては未サポートの機能になります。 
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ゾーニング設定 

Zone Administrationウィンドウでゾーニングに関するすべてのタスクを実行します。 

混合ファブリック (複数のスイッチが異なるバージョンのFabric OSで動作しているファブリック) 内
のスイッチに対してゾーニングタスクを実行する際は、最上位のFabric OSレベルを持つスイッチをゾ

ーニング設定に使用してください。詳細は94ページの"ゾーン設定のベストプラクティス"を参照してく

ださい。 

 

Zone Administrationウィンドウを開く 

AD255 (物理ファブリック) からZone Administrationウィンドウを開くことはできません。 

1. Fabric Tree からスイッチを選択する。 

2. TasksメニューのManageセクションでZone Adminをクリックする。 

Zone Administrationウィンドウが表示されます。(76ページの図 29参照) 

 

デフォルトのゾーニングモードを設定する 

デフォルトのゾーニングモードには 2 つのオプションがあります。 

 All Access 

ファブリック内のデバイスは他のすべてのデバイスと通信できます。 

 No Access 

ファブリック内のデバイスは他のデバイスとは通信できません。 

Web Tools は本製品でデフォルトのゾーニングをサポートしています。 

注 

Admin Domains をセットアップする前にデフォルトのゾーニングモードを

No Access に設定する必要があります。ファブリック内にユーザ定義の Admin 
Domains がある場合、デフォルトのゾーニングモードを All Access に変更す

ることはできません。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoning Actions > Set Default Modeをクリックし、アクセスモードを選択する。 
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ゾーン管理 

Web Tools Zone AdministrationでBasicゾーンとTIゾーンの監視と管理ができます。Zone Administration
ウィンドウは選択したスイッチから情報を収集し、それを表示します。 

スイッチにFCSポリシーが設定されているとゾーニングはプライマリのFCSスイッチからのみ管理さ

れます。選択したスイッチにAdvanced Zoningライセンスがインストールされているが、そのスイッチ

がプライマリのFCSスイッチではない場合、Zone Adminのオプションが表示されますが、それを起動

することはできません。 

ゾーニング設定を変更するためには、ログインユーザは zoneAdmin、admin、または fabricAdmin のロ

ールをもっていなければなりません。その他のロールでは、あるいはリードオンリーモードでしかア

クセスできません。リードオンリーモードではほとんどのゾーニング操作が無効になっています。 

Zone Administrationウィンドウを開いたときにすべてのゾーニング設定のスナップショットがとられ

ます。Web Toolsはこのスナップショット情報を自動で更新しません。この情報を更新する方法につい

ては78ページの"Zone Administrationウィンドウ 情報を更新する" を参照してください。 

仮想スイッチにログインする、あるいはSwitch Administrationウィンドウから仮想スイッチを選択する

と、選択したVirtual Fabric IDに関連するポートだけがMember Selection Listに表示されます。Add Other
ボタンを使用してファブリック内にある他のスイッチのポートを追加できます。 

 
図 29 Zone Administration ウィンドウ 

注意 

Zone Administrationウィンドウで行った変更はバッファ内に置かれ、保存動

作を行うまでゾーンデータベースは更新されません。保存せずにZone 
Administrationウィンドウを閉じると変更したデータは失われます。バッフ

ァ内のデータをスイッチのゾーンデータベースに保存する方法については79
ページの"ゾーニング設定への変更を保存する" を参照してください。 
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以下に注意してください。 

 "Saving"動作とは Web Tools にバッファされているローカルの変更内容でスイッチのゾーンデ

ータベースを更新することです。 

 "Refreshing"動作とはスイッチのゾーンデータベースの現在の状態をコピーして Web Tools に
バッファされている内容を書き換えることです。 

Zone Administrationウィンドウでは、WWNフィールドにベンダ名も表示されます。 

注 

Member Selection Listに表示されるのは現在のスイッチとファブリック内の

スイッチにあるデバイスだけです。他のスイッチのスロット情報やポート情

報はツリーに表示されません。 

Aliasタブをクリックしてメンバポートやメンバデバイスのエイリアスを見ることができます。デバイ

スノードを右クリックしてView Device Detailをクリックすると選択したデバイスの詳細情報を見るこ

ともできます。 

Member Selection Listパネルには物理ポートだけが表示されます。ゾーン化されていないデバイスを確

認するためにはDCFM Professional or Enterprise Editionを使ってゾーン設定を分析する必要があります。 

 

Admin Domain の要件  

Member Selection Listにはフィルタリングされたポートのリストが表示されます。 

 ダイレクトポートメンバはゾーン化が可能でツリーに表示されます。 

 所有のデバイスが接続されているインダイレクトメンバはツリーに表示されますが、ゾーン

やエイリアスへの追加はできません。 

 ダイレクトデバイスメンバはゾーン化が可能でツリーに表示されます。 

 所有ポートに現在接続されているデバイスメンバはゾーン化が可能でツリーに表示されます。

そのデバイスが非所有ポートに移動されると、ゾーン化は不可能になり、ツリーにも表示さ

れなくなります。 

 スイッチやブレードは所有のポートまたはデバイスがあれば、FS8-18 Encryption ブレードの

ようなスイッチのオーナーシップに関係なく表示されます。 

 インダイレクトメンバのポートはスイッチが所有されているため、表示されません。 

 スイッチにユーザ定義の Admin Domain がない場合、AD0 がポートカウントを表示します。

ユーザ定義の Admin Domain があれば、AD0 がポートカウントを表示せず、ユーザ定義の

Admin Domain がそれを表示します。 
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ファブリック情報を更新する 

この機能で更新されるのはファブリックの構成要素 (スイッチ、ポート、デバイス) の表示のみです。

Zone Administrationウィンドウでのゾーンの構成要素変更や、ゾーニング情報の更新には影響しませ

ん。ファブリックの構成要素の表示はいつでも更新できます。 

1. Zone AdministrationウィンドウでView > Refresh From Live Fabricをクリックする。 

スイッチ、ポート、デバイスを含むファブリックのステータスが更新されます。 

注 

ユーザ名に関連するロールやログインした現行の Admin Domain がスイッチ

を所有しているかどうかによって、他の Admin Domain のゾーンやポートを

変更できない場合があります。 

 

Zone Administrationウィンドウ 情報を更新する 

Zone Administrationウィンドウに当初表示される情報は、ウィンドウを開いたときのファブリックゾ

ーンデータベースの内容をスナップショットしたものです。このウィンドウで変更を行うと、変更は

ローカルバッファに保存されますが、Zoning Actionsメニューから操作をしない限りファブリックゾー

ンデータベースには反映されません。 

Zone Administrationウィンドウで行った変更はファブリックへの保存動作を実行するまでバッファさ

れています。Web Toolsがゾーン変更をバッファに保留している間に、他のユーザまたは他のインタフ

ェース (CLIなど) からファブリックゾーンデータベースへの変更があると、Refreshアイコンが点滅し

始めます (15 秒～30 秒のポーリング遅延後)。Web Toolsのゾーン表示をリフレッシュして外部から変

更されたゾーンデータベースの内容を反映させることもできます。その場合、保留になっていたロー

カルバッファ内の変更は破棄されます。また、アイコンの点滅を無視してローカルバッファの内容を

保存して、アイコン点滅のもとになった外部からの変更を上書きすることもできます。 

現在の未保存の作業を破棄してやり直すこともできます。 

ゾーン情報はいつでも更新できます。更新はRefreshアイコン (点滅しているかどうかに関係なく) をク

リックするか、Viewメニューから行います。 

以下はZone Administrationウィンドウの情報をスイッチのゾーンデータベースに保存されている情報

で更新する場合の手順です。 

注意 

バッファされているZone Administrationウィンドウの情報を更新すると、未

保存のゾーン設定への変更はバッファから消去され、スイッチに保存されて

いる最新のゾーン設定情報と置き換えられます。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. View > Refresh Zoningをクリックするか、あるいはRefreshをクリックする。 

Zone Administrationウィンドウにスイッチのゾーンデータベースの情報を再表示します。この動作は

ファブリック情報も更新します (78ページの"ファブリック情報を更新する"参照)。未保存の変更は破

棄されます。 
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ゾーニング設定への変更を保存する 

Zone Administrationウィンドウに表示されている情報とこのウィンドウで行われた変更は保存操作を

行うまでバッファされています。つまりこのゾーン情報を見ている他のユーザには未保存の変更は見

えません。 

Zone Administrationウィンドウで行った変更を保存するとスイッチのゾーンデータベースも変更され

ます。他のユーザによるゾーン操作が進行中の場合は、保存の際に警告が出ます。他のユーザの操作

を破棄することもできます。 

ゾーンデータベースのサイズが上限を超えた場合、変更を保存することはできません。ゾーンデータ

ベースサマリにゾーンデータベースの上限値が表示されます。 

この動作は選択されたゾーンやエイリアス、設定ファイルだけではなく、Zone Administrationウィン

ドウの全内容を更新します。Zone Administrationセッション中はいつでも変更を保存できます。 

1. Zone Administrationウィンドウでゾーンを変更する。 

2. Zoning Actions > Save Configをクリックする。 

注 

設定を変更したら、その変更を有効にする前に設定を有効にしてください。

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してく

ださい。 

 

ゾーニングのビューを選択する 

Zone Administrationウィンドウに表示させるゾーン構成要素を選ぶことができます。選択したビュー

によってMember Selection Listパネル (76ページの図 29参照) に表示されるメンバが決まります。

Member Selection Listに表示されるファブリック情報やデバイス情報にフィルタをかけることによっ

て、ゾーンの作成や変更、とくに"ハードゾーン"の作成が容易にできるようになります。 

Zone Administrationウィンドウ内のタブの有効／無効ははゾーンをどのように使うかによって決まり

ます。 

ゾーンメンバの定義には 2 つのビューがあります。 

 Fabric View 

ファブリックの物理的な階層構造を表示します。接続され、インポートされた物理デバイス 
(WWN で表示されます)が表示されます。 

Fabric View でポート (ポートベースのゾーニング用) やデバイス (WWN ベースのゾーニング

用) を選択することができます。 

 Devices Only 

接続され、インポートされた物理デバイスを WWN で表示します。 

ポートベースのゾーニングや混成ゾーニングスキームにポートを選択することはできません。

iSCSI FC Zone 作成のために Virtual Initiator を選択することもできません。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. View > Choose Fabric Resources Viewをクリックする。 

3. ファブリックリソースを参照する方法を選択してOKをクリックする。 
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ゾーンエイリアスの作成と管理 

エイリアスはポートインデックスと WWN の論理グループです。ポートやデバイスのグループをエイ

リアスとして指定すると、各メンバ名の名前を入力する必要がなくなるので、ゾーン設定が容易にで

きます。エイリアスのメンバは次の方法で指定します。 

 スイッチドメインとポートインデックス番号の組合せ (例：2,20) 

 デバイスノードとデバイスポート WWN 

以下の手順でゾーンエイリアスを作成します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Member Selection List内のゾーンメンバを表示する形式を選択する (79ページの"ゾーニング

のビューを選択する"参照)。 

3. Aliasタブをクリックし、New Aliasをクリックする。 

Create New Alias ダイアログボックスが表示されます。 

4. Create New Aliasに新規のエイリアス名を入力してOKをクリックする。 

Nameリストに新規のエイリアス名が表示されます。 

5. Member Selection Listを展開してネスティングされているエレメントを表示する。 

Member Selection Listでの選択肢はViewメニューでの選択によります。 

6. エイリアスに含めたいエレメントをMember Selection Listから選択する。 

Add Memberボタンがアクティブになります。 

7. Add Memberをクリックしてエイリアスメンバを追加する。 

選択されたメンバがAlias Membersウィンドウに移動します。 

8. (オプション) さらにメンバを追加する場合は手順 6 と 7 を繰り返す。 

9. (オプション) Add Otherをクリックして現在はファブリックに属していないWWNまたはポー

トを含める。 

10. Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 
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ゾーンエイリアスのメンバを追加／削除する 

以下の手順で ゾーンエイリアスのメンバを追加あるいは削除します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Aliasタブをクリックする。 

3. Nameリストから追加 (あるいは削除) したいエイリアスを選択する。 

4. Member Selection Listからエイリアスに追加したいエレメントを選択する、あるいはAlias 
Membersリストから削除したいエレメントを選択する。 

5. Add Memberをクリックして選択したメンバを追加する、あるいはRemove Memberをクリッ

クして選択したメンバを削除する。 

Zone Admin バッファ内のエイリアスが変更されます。この時点で変更を保存することも、変

更を保存しかつ有効にすることもできます。 

6. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 

 

ゾーンエイリアス名を変更する 

エイリアス名は 64 文字以内の英数字およびアンダースコアで指定します。 

以下の手順でゾーンエイリアス名を変更します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Aliasタブをクリックして、Nameリストから変更したいエイリアスを選択する。 

3. Renameをクリックする。 

Rename an Alias ダイアログボックスが表示されます。 

4. 新しいエイリアス名を入力してOKをクリックする。 

Zone Admin バッファ内のエイリアス名が変更されます。この時点で変更を保存することも、

変更を保存しかつ有効にすることもできます。 

5. Zoning Actions > Save Configをクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 
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ゾーンエイリアスを削除する 

Zone Admin バッファからゾーンエイリアスを削除できます。ゾーンエイリアスが削除されるとゾーン

のメンバではなくなります。 

注 

メンバのゾーンエイリアスを削除すると、設定を保存しようとしたときにエ

ラーメッセージが出ます。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Aliasタブをクリックする。 

3. Nameリストから削除したいエイリアスを選択する。 

4. Deleteをクリックする。 

Confirm Deleting Alias ダイアログボックスが表示されます。 

5. Yesをクリックする。 

選択したエイリアスが Zone Admin バッファから削除されます。この時点で変更を保存するこ

とも、変更を保存しかつ有効にすることもできます。 

6. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 

 

ゾーンを作成／管理する 

ゾーンはファブリック内の 1 つの地域で、指定したスイッチやデバイスはそこで通信することができ

ます。デバイスは指定されたゾーン内にあるファブリックに接続されている他のデバイスとのみ通信

ができます。 

以下の手順でゾーンを作成します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Member Selection List内のゾーンメンバを表示する形式を選択する (79ページの"ゾーニング

のビューを選択する"参照)。 

3. Zoneタブをクリックする。 

4. New Zoneをクリックする。 

Create New Zone ダイアログボックスが表示されます。 

5. Create New Zoneダイアログボックスに新規のゾーンを入力してOKをクリックする。 

Nameリストに新規のゾーンが表示されます。 

6. Member Selection Listを展開してネスティングされているエレメントを表示する。 

Member Selection Listでの選択肢はViewメニューでの選択によります。 
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7. ゾーンに含めたいエレメントをMember Selection Listから選択する。LSANゾーンに含めるの

はポートWWNメンバのみである。 

Add Memberボタンがアクティブになります。 

8. Add Memberをクリックしてゾーンメンバを追加する。 

選択されたメンバがZone Membersウィンドウに移動します。 

9. (オプション) さらにメンバを追加する場合は手順 7 と 8 を繰り返す。 

10. (オプション) Add Otherをクリックして現在はファブリックに属していないWWNまたはポー

トを含める。 

この時点で変更を保存することも、変更を保存しかつ有効にすることもできます。 

11. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 

 

ゾーンメンバを追加／削除する 

以下の手順でゾーンメンバを追加あるいは削除します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoneタブをクリックする。 

3. Nameリストから変更したいゾーンを選択する。 

選択されたゾーンのメンバがZone Membersリストに表示されます。 

4. Member Selection Listでゾーンに含めたいエレメントを反転表示させる、あるいはZone 
Membersから削除したいエレメントを反転表示させる。 

5. Add Memberをクリックして選択したメンバを追加する、あるいはRemove Memberをクリッ

クして選択したメンバを削除する。 

Zone Admin バッファ内のゾーンが変更されます。この時点で変更を保存することも、変更を

保存しかつ有効にすることもできます。 

6. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 
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ゾーン名を変更する 

以下の手順でゾーン名を変更します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoneタブをクリックする。 

3. Nameリストから変更したいゾーンを選択する。 

4. Renameをクリックする。 

5. Rename a Zoneダイアログボックスに新しいゾーン名を入力してOKをクリックする。 

Zone Admin バッファ内のゾーンが変更されます。この時点で変更を保存することも、変更を

保存しかつ有効にすることもできます。 

6. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 

 

 

ゾーンを削除する 

以下の手順でゾーンを削除します。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoneタブをクリックする。 

3. Nameリストから削除したいゾーンを選択してDeleteをクリックする。 

4. 確認のダイアログボックスでYesをクリックする。 

選択したゾーンがZone Adminバッファから削除されます。この時点で変更を保存することも、

変更を保存しかつ有効にすることもできます。 

5. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 
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ゾーン設定ファイルおよびゾーンデータベースの管理 

ゾーン設定はゾーンをグループにしたもので、特定のゾーン設定を有効にすることでゾーン設定がス

イッチで有効になります。設定ファイルのメンバはゾーン名で指定します。 

図 30はゾーンデータベースの例で、ゾーンエイリアス、ゾーンおよびゾーン設定の相互関係を示して

います。ゾーンデータベースにはmyconfigというゾーン設定ファイルがあり、そこにはZone AとZone B
の 2 つのゾーンがあります。ゾーンデータベースにはそれぞれZone AとZone Bのメンバである 4 つの

エイリアスがあります。Zone AとZone Bはエイリアス以外のメンバを追加することもできます。 

 
図 30 ゾーンデータベースの例 
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ゾーン設定ファイルを作成する 

以下の手順でゾーン設定ファイルを作成します。作成後、設定を有効にします。 

注 

現行の設定に加えた変更は、再度その設定を有効にするまでは表示されませ

ん。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Member Selection List内のゾーンメンバを表示する形式を選択する (79ページの"ゾーニング

のビューを選択する"参照)。 

3. Zone Configタブをクリックし、次にNew Zone Configをクリックする。 

4. Create New Configダイアログボックスに新規の設定ファイル名を入力してOKをクリックす

る。 

Nameリストに新規の設定ファイルが表示されます。 

5. Member Selection Listを展開してネスティングされているエレメントを表示する。 

Member Selection Listでの選択肢はViewメニューでの選択によります。 

6. 設定に含めたいエレメントをMember Selection Listから選択する。 

Add Memberボタンがアクティブになります。 

7. Add Memberをクリックしてメンバを追加する。 

選択されたメンバがConfig Membersウィンドウに移動します。 

8. さらにエレメントを追加する場合は手順 6 と 7 を繰り返す。 

9. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

10. 設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 
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ゾーン設定のメンバを追加／削除する 

以下の手順でゾーン設定のメンバを追加あるいは削除します。 

注 

現行の設定に変更を加えることができますが、再度設定を有効にするまでは

表示されません。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zone Configタブをクリックする。 

3. Nameリストから変更したい設定ファイルを選択する。 

4. Member Selection Listで設定に含めたいエレメントをクリックする、あるいはConfig Members
から削除したいエレメントをクリックする。 

5. Add Memberをクリックして選択したエレメントを追加する、あるいはRemove Memberをク

リックして選択したエレメントを削除する。 

6. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

設定を有効にするには、89ページの"ゾーン設定を有効にする"を参照してください。 

 

ゾーン設定ファイル名を変更する 

ゾーン設定ファイル名は 64 文字以内の英字、数字、およびアンダースコアで指定します。 

以下の手順でゾーン設定ファイル名を変更します。 

注 

現在有効になっている設定は変更できません。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zone Configタブをクリックする。 

3. Nameリストから変更したい設定ファイル名を選択してRenameをクリックする。 

4. Rename a Configダイアログボックスに新しい設定ファイル名を入力してOKをクリックする。 

データベース内の設定ファイル名が変更されます。 

5. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 

 

 

ゾーン設定を削除する 

以下の手順でゾーン設定を削除します。 

注 

有効になっている設定を削除することはできません。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
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照) 

2. Zone Configタブをクリックする。 

3. Nameリストから削除したい設定を選択してDeleteをクリックする。 

4. 確認のダイアログボックスでYesをクリックする。 

選択したゾーン設定がデータベースから削除されます。 

5. Zoning Actions > Save Config をクリックして変更した設定を保存する。 
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ゾーン設定を有効にする 

複数のゾーン設定が同時にスイッチに常駐することができ、それらを切り換えて使用することもでき

ます。例えば、就業時間内はある設定を有効にしておき、夜間は別の設定を有効にすることができま

す。ただし、1 度に有効にできるのは 1 つの設定だけです。 

Web Tools からゾーン設定を有効にすると、ゾーンデータベース全体が自動的に保存され、それから選

択したゾーン設定が有効になります。 

ゾーンデータベースのサイズが上限を超えた場合、ゾーン設定を有効にすることはできません。ゾー

ンデータベースサマリにゾーンデータベースの上限値が表示されます。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoning Actions > Enable Configをクリックする。 

3. Enable Configダイアログボックスでメニューから有効にしたい設定を選択する。 

4. OK をクリックして選択した設定を保存し、有効にする。 

 

ゾーン設定を無効にする 

現行の設定を無効にすると、Advanced Zoning 機能はファブリック上で無効になり、ファブリック内の

すべてのデバイスは他のどのデバイスとも通信できるようになります。ゾーンデータベースが消去さ

れるわけではありませんが、ファブリック上に有効な設定が 1 つもないという意味です。 

Web Tools からゾーン設定を無効にする場合、ゾーンデータベース全体が自動的に保存され、それから

選択したゾーン設定が無効になります。 

注 

現行の設定を無効にすると、Advanced Zoning 機能がファブリック上で無効に

なり、デフォルトのゾーン設定にしたがって、ファブリック内のデバイスは

他のデバイスと通信できる (またはできない) ようになります。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Zoning Actions > Disable Zoningをクリックする。 

Disable Config警告メッセージが表示されます。 

3. Yes をクリックして設定を保存し、現在の設定を無効にする。 
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有効になっているゾーン設定を表示する 

有効になっているゾーン設定画面にはファブリックで有効になっているゾーン設定の内容を表示しま

す。現行のZone Administrationセッションがオープンした時に有効にされたか、あるいは最後に更新さ

れたときの設定と合致するかどうかが表示されます (図 31参照)。ゾーン名とその内容 (ポート、WWN) 
がとなりに表示されます。 

エイリアスは表示されません。アクティブなゾーン設定で有効なものがない場合は、メッセージが表

示されます。 

注 

現在有効な設定はZone Administrationウィンドウの右下に表示されます。 

 
図 31 Effective Configuration ウィンドウ 

 

Zone Administration ウィンドウを閉じたまま有効になっているゾーン設定を見る 

 Fabric Tree からスイッチを選択する。 

選択されたスイッチが Switch View に表示されます。 

現行のゾーン設定名 (有効になっているものがあれば) が Switch Events and Switch Information
の下部に表示されます。有効になっているゾーン設定がない場合、このフィールドには"No 
configuration in effect"と表示されます。 
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有効になっているゾーン設定の詳細情報を見る 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

Zone Administrationウィンドウを開いた時点で有効になっているゾーン設定は右下の表示で

確認できます。右下のRefreshアイコンをクリックしたり、Zone Administrationウィンドウで

設定を有効にしたときにも更新されます。 

CAUTION 

Refresh アイコンをクリックすると未保存のゾーン設定は破棄されます。Zone 
Admin セッションの外で他の人が行った変更は適用されます。 

2. Zone Administrationウィンドウで行った変更を保存 (または適用) せずに最新の有効ゾーン

設定を確認するには、Zone AdministrationウィンドウでPrint > Print Effective Zone 
Configurationをクリックする。 

ゾーンが 1 つも有効になっていない場合は、スイッチにはアクティブなゾーン設定がない旨

のメッセージが表示されます。 

3. (オプション) Print Effective Zone Configuration ダイアログボックスのPrintをクリックして

有効なゾーン設定の詳細を印刷する。 

印刷のダイアログボックスが開きます。 

 

 

複数のエイリアスとゾーンに WWN を追加する 

ファブリックにデバイスを追加する前に、ゾーンメンバとして WWN をゾーン設定に追加することが

できます。WWN をすべてのゾーン (または多くのゾーン) に追加したい場合に便利な方法です。追加

する WWN が現在ファブリック内に存在しなくても設定できます。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Edit > Add WWNをクリックする。 

Add WWN ダイアログボックスが表示されます。 

3. WWNフィールドにWWNを入力してOKをクリックする。 

Add WWN ダイアログボックスに新しいWWNが含まれるであろうエレメントが表示されま

す。デフォルトですべてのエレメントが選択されています。 

4. 選択あるいは非選択項目ををクリックし、Addをクリックして選択されているエレメントすべ

てに新しいWWNを追加する。 

WWN が Zone Admin バッファに追加され、メンバとして使えるようになります。 
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複数のエイリアスとゾーンから WWN を削除する 

すべてのゾーン (または多くのゾーン) から WWN を削除する場合、以下の手順で行います。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Edit > Delete WWNをクリックする。 

Delete WWN ダイアログボックスが表示されます。 

3. WWNフィールドにWWNを入力してOKをクリックする。 

Delete WWN ダイアログボックスにWWNを含んでいるエレメントが表示されます。 

4. 選択あるいは非選択項目ををクリックし、Delete をクリックして選択されているエレメント

すべてからWWNを削除する。 

Zone Admin バッファ内の選択された項目から WWN が 削除されます。 

 

複数のエイリアスとゾーンにある WWN を置き換える 

Zone Admin 全体の WWN を置換する方法を説明します。ファブリックでデバイスを交換した場合や現

在の設定を保守する場合に便利な方法です。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Edit > Replace WWNをクリックする。 

Replace WWN ダイアログボックスが表示されます。 

3. Replaceフィールドに置換前のWWNを入力する。 

4. By フィールドに置換後のWWNを入力してOKをクリックする。 

Replace WWN ダイアログボックスが表示されます。WWNを含んでいるゾーンエレメントす

べてが表示されています。 

5. 選択あるいは非選択項目ををクリックし、Replace をクリックして選択されているエレメン

トすべてのWWNを置換する。 

Zone Admin バッファ内の WWN が元の WWN がメンバとして存在していたエイリアスやゾー

ンも含めて新しい WWN に置き換わります。 
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ゾーンメンバを検索する 

文字列を指定してメンバ選択リスト内を検索することができます。ゾーンのエンティティとして識別

するための情報があれば、タブをクリックしてそのエンティティを見て、Search for Zone Memberオプ

ションでそのメンバリストから検索できます。ターゲットのエンティティがエイリアスまたはゾーン

の場合、検索ドメインにはスイッチ名、ドメインID、ポート名、"domain,port"アドレス、デバイスWWN、

製造者名、定義されているであろうエイリアスなどが含まれます。ターゲットのエンティティが設定

ファイルの場合、ゾーンとその構成エレメントも含まれます。 

検索はリストの先頭から開始され、ターゲットのエレメントが見つかると、Member Selection Listでも

同じエレメントが選択され、その親エレメント、子エレメントも表示されます。デフォルト設定では

Member Selection List内の検索は先頭から末尾まで 1 回だけですが、Wraparoundオプションを選択する

と、先頭に戻って、検索を繰り返すことができます。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Edit > Search Memberをクリックする。 

3. Member Nameフィールドにゾーンメンバ名を入力する。 

(オプション) Match Case などのチェックボックスを選択することで検索範囲を絞りこむこと

ができます。 

4. Next をクリックして次のゾーンメンバを検索する。 

 

ゾーンデータベースを作成する 

以下の手順でアクティブなゾーン設定を無効にしてゾーンデータベース全体を削除します。ゾーンデ

ータベースを削除する前にアクティブな設定があればすべて無効にしなければなりません。 

注意 

この操作はファブリックのゾーン設定を無効にするだけではなく、ゾーンデ

ータベース全体を削除します。すべてのデバイスが他のデバイスと通ウィン

できるようになります。 

1. Zone Administrationウィンドウを開く。(75ページの"Zone Administrationウィンドウを開く"参
照) 

2. Actions > Clear Allをクリックする。 

Disable Config警告メッセージが表示されます。 

3. Yes をクリックすると下記のすべてを実行する。 

 現在の設定を無効にする。 

 現在の Web Tools Zone Admin バッファの内容をすべてクリアする。 

 ファブリックゾーンデータベースの内容をすべて消去する。 

ウィザードで各デバイスポートに唯一の名前 (WWN) を定義できます。1 つまたは複数のエ

イリアスを持つデバイスはすでに命名済みとみなされ、表示されません。 

 

– 93 – 



 

ゾーン設定のベストプラクティス 

ゾーニング使用の際は以下を推奨します。 

 最上位の Fabric OS レベルをもったスイッチを使ってゾーンを設定する。 

スイッチの Fabric OS が下位バージョンの場合、最新の Fabric OS が提供している機能は下位

互換ではないため、それを参照することができません。 

 コアスイッチとエッジスイッチでゾーンを作成する。 

 スイッチ上のダイレクタを使用してゾーンを作成する。 

ダイレクタはゾーニング変更や実施に多くのリソースを持っています。 

 Web Tools を立ち上げたスイッチ (プロキシースイッチ) にゾーンを設定する。 
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第 7 章 

診断機能を使う 

トレースダンプ 

トレースダンプは Brocade スイッチ内の動作をスナップショットするものです。内部イベントが発生し

たときにその原因となるスイッチの動作を知るために開発者や保守担当者が使います。トレースダン

プはエラーメッセージがシステムのエラーログに記録されると、トレースダンプがその都度作成され

ます。開発者はトレースダンプを調べてそのメッセージを発生させた原因を探ることができます。 

トレース機能は常にオンになっています。スイッチのソフトウェアが実行されると、トレース情報は

システム RAM の循環バッファに置かれます。トレースバッファは周期的にフリーズされ、保存されま

す。こうして保存された情報がトレースダンプです。 

トレースダンプは以下の場合に生成されます。 

 traceDumpコマンドが入力されたとき 

 クリティカルレベルの LOG メッセージが発生したとき 

 特定のLOGメッセージが発生したとき (traceTrigコマンドで条件を設定 ) 

 カーネルにパニックが発生したとき 

 ハードウェアのウォッチドッグタイマが失効したとき 

traceDumpおよび traceTrigコマンドの詳細についてはFabric OS Command Referenceを参照してくださ

い。 

トレースダンプは FTP ホストにアップロードされるか、あるいは別のトレースダンプが生成されるま

でスイッチ上に保持されます。前のトレースダンプがアップロードされる前に別のトレースダンプが

生成されると、前のトレースダンプは上書きされます。 

自動転送が有効になっている場合、トレースダンプは生成されると自動的に FTP ホストにアップロー

ドされます。 

Switch AdministrationウィンドウのTraceタブを使ってターゲットのFTPホストを確認したり、自動アッ

プロードを有効／無効にすることができます。 
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図 32 Trace タブ 

 

トレースダンプの使用 

トレースダンプが生成されると CRITICAL メッセージがシステムのエラーログに記録されます。 

トレースダンプが検出されると、それに影響されるスイッチに対してsupportSaveコマンドが発行され

ます。このコマンドはすべてのエラーログ、supportShowコマンド出力、およびトレースダンプをひと

まとめにしてFTPサーバに送ります。トレースダンプを自動的にFTPサーバにコピーするようスイッチ

を設定できます。自動転送については97ページの"トレースダンプの自動転送を設定する"を参照してく

ださい。 
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トレースダンプの自動転送を設定する 

診断情報がリモートサーバに自動的に転送されるようスイッチを設定できます。問題が発生したとき

カスタマーサポートに詳細な情報を提供することができます。最良のサービスが受けられためには、

診断情報の自動転送をスイッチの標準設定に含めることが必要です。 

診断情報の自動転送設定には以下のタスクが必要です。 

 診断情報ファイルを保存するリモートサーバを指定する 

 サーバへの診断情報の自動転送を有効にする (デフォルト設定ではトレースダンプは上書き

されてしまうので、サーバに送信し保存しておくことで情報の消失を防ぐことができる) 

 

リモートサーバを指定する 

スイッチがログインした Admin Domain に属しているときのみこのタスクを実行できます。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. 選択されていなければ、Show Advanced Modeタブをクリックする。 

3. Traceタブをクリックする。 

4. FTP host IP アドレス、トレースダンプファイル保存先ディレクトリへのパス、FTP ユーザ名、

FTP パスワードをそれぞれ該当するフィールドに入力する。 

IP アドレスは IPv4 または IPv6 フォーマット、あるいは DNS 名で入力します。 

匿名ユーザでログインする場合、パスワードは任意です。 

5. Applyをクリックする。 

 

トレースダンプの自動転送を有効にする 

スイッチがログインした Admin Domain に属しているときのみこのタスクを実行できます。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. もしも選択されていなければ、Show Advanced Modeタブをクリックする。 

3. Traceタブをクリックする。 

4. Auto FTP UploadセクションでEnableを選択してトレースダンプファイルのFTPホストへの自

動転送を有効にする。 

5. Applyをクリックする。 
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トレースダンプの自動アップロードを無効にする 

トレースダンプの自動アップロードが無効になっている場合、手動でアップロードしなければ、後か

ら発生したトレースダンプによって上書きされてしまいます。 

スイッチがログインした Admin Domain に属しているときのみこのタスクを実行できます。 

1. Switch Administrationを開く。 

2. 選択されていなければ、Show Advanced Modeタブをクリックする。 

3. Traceタブをクリックする。 

4. Auto FTP UploadセクションでDisable を選択してトレースダンプファイルのFTPホストへの

自動転送を無効にする。 

5. Applyをクリックする。 
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スイッチ情報を表示する 

Fanウィンドウ、Temperatureウィンドウ、および Power Statusウィンドウのテーブルの上部にはExport、
Copy、Search オプションがあります。テーブルが空の場合、これらのオプションは無効です。 

Export と Copy オプション機能を使うためには Web Tools へのログイン時に Brocade Certificate を受諾し

なければなりません。 

 Export をクリックしてテーブルの内容をタブ区切りのファイルに保存する。 

 Copy をクリックしてテーブルの内容をタブ区切りのテキスト形式でファイルに保存する。 

 Search をクリックして指定した文字列をテーブル内で検索する。 

ボックスに検索する文字列を入力してEnterキーを押します。(図 33参照) 

検索は後方検索です。検索する文字列は最大 24 文字、ワイルドカードの疑問符(?)やアスタリ

スク(*)が使えます。検索文字列に一致した行が反転表示されます。次を検索する場合は下向

きの矢印キーを、前を検索する場合は上向きの矢印キーを押します。テーブル内に一致する

文字列がない場合、テキストは赤色になります。 

 
図 33 Temperature Sensor States ウィンドウ 
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温度状態を確認する 

Temp ボタン上のアイコンは温度センサ全体の状態を示しています。 

1. Fabric Tree からスイッチを選択する。 

選択されたスイッチがSwitch Viewに表示されます。Tempボタン上のアイコンは温度センサ全

体の状態を示しています。 

2. Switch ViewでTempをクリックする。 

温度センサの詳細状態が表示されます。(図 34参照) 

 

 

 

 

 

 

 

図 34 Temperature Sensor States ウィンドウ 
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スイッチの物理的状態をチェックする 

Statusボタンを押してスイッチの動作状態を表示させます。ボタン上のアイコンでスイッチの状態をリ

アルタイムで見ることができます。 

最新のスイッチのデータが取得できない場合、最近の背景色がそのまま表示されます。 

スイッチ状態は一定の時間間隔に基づいて取得されます。エラーが発生すると、次の取得時刻までは

故障状態と表示されます。 

スイッチ状態がmarginal またはcriticalの場合、Switch Information Viewに原因に関する情報が表示され

ます。 

Statusボタンをクリックすると詳細なステータスレポートを見ることができます。レポートはカスタマ

イズも可能です。(図 35参照) 

 
図 35 Switch Report ウィンドウ 

1. Fabric Tree からスイッチを選択する。 

選択されたスイッチがSwitch Viewに表示されます。Status ボタン上のアイコンはスイッチ全

体の状態を示しています。 

2. Switch ViewでStatus をクリックする。 

スイッチの詳細なヘルスレポートが表示されます。(図 35参照) 
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3.  (オプション) 左のパネルで下線のついたリンクをクリックしてポートと Switch Availability 
Monitoring (SAM)の詳細情報を表示させる。 

注 

Port Detail Reportと Switch Availability Monitor (SAM)レポートに表示される詳

細情報は現行の Admin Domain のメンバポートおよびスイッチの E_Port につ

いてのみです。 

4. (オプション) Actionバーにカーソルを置いて実行させたい動作をクリックする。(図 36参照) 

 レポートを最新情報に更新 

 レポートをカスタマイズ 

 raw XML 形式でデータを表示 

 レポートのスタイルシートを表示 

 レポートの XML スキーマを表示 

 

「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36 Switch Report Action メニュー 
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ポート LED の説明 

Switch View 機能はポートの外観をシミュレートして点滅する LED でポートをグラフィック表示しま

す。2 つの LED がポートの状態とポート速度を示します。LED については、スイッチのハードウェア

マニュアルを参照してください。(Switch View での LED の点滅速度は物理スイッチ上の LED の点滅速

度と必ずしも同じではありません。) 

注 

本製品はポート状態の LED だけで、ポート速度の LED はありません。 

 

ポートアイコンの色 

ポートアイコンの背景色はポート状態を表します。 

 緑色 (良好) 

 黄色 (注意) 

 赤色 (重大) 

 灰色 (未観測) 

 ポートアイコンが青色の場合、ポートのバッファが制限されています。 

 ポートアイコンのグループが淡色表示の場合は、ポートがライセンスされていない状態です。 

 

LED の表示 

ポートアイコンはスイッチのモデルによって異なります。図 37にBrocade 4100 スイッチのE_Portのポ

ートアイコンと関連するLEDを示します。 

Brocade 4100 スイッチでは上段の LED が上位ポート、下段の LED が下位ポートに対応しています。 

 
図 37 Switch View の Port アイコンでポートと LED の状態をカラー表示する 
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第 8 章 

Access Gateway を使う 

Access Gateway の概要 

Access Gateway は複数のホストバスアダプタ (HBA) が少ない物理ポートでファブリックにアクセス

できるようにするソフトウェア機能です。スイッチを Access Gateway モードにすると、Brocade 
Enterprise OS (EOS)や Cisco ベースのファブリックなどタイプの異なるファブリックを両立させるデバ

イス管理ツールにすることができます。 

Access Gateway モードのスイッチはホストやファブリックに対して論理的に透過になります。 

Brocade Access Gateway モードではホストがファブリックにアクセスするためにスイッチの数を増やす

必要がないので、少ないドメイン IDやポート数で大規模ファブリックの設定や管理を簡単にできます。 

Access Gateway の詳細については“Access Gateway 管理者ガイド”を参照してください。 

注 

Web Tools 経由で管理されているスイッチで Access Gateway モードが有効に

なると、使用できるデバイス管理関連のメニューやオプションが制限されま

す。Access Gateway モードのスイッチはファブリックスイッチではなく、デ

バイス管理ツールと見なされるので、ファブリック関連のオプションは無効

になり、ファブリック管理メニューも使用できなくなります。ファブリック

に関連するサービス要求はファブリックスイッチに送信されます。 
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Access Gateway モードの概観 

Access Gateway は複数のホストバスアダプタ (HBA) が少ない物理ポートでファブリックにアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 38 Access Gateway モード時の Switch Explorer の概観 

Access Gateway モード時には Switch Exploorer では以下のエリアに分割されます。 

• メニューバー   
• Tasks   
• Switch View ボタン   
• Switch Events and Access Gateway information   
• Indicatorバー  
• Professional Management Tool offering   
• Switch View  
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Access Gateway モードを有効にする 

Access Gateway モードを有効にすると、ゾーンデータベースやセキュリティデータベースなどのファ

ブリック情報は消去されます。この情報を復元するためには Access Gateway モードを有効にする前に

スイッチ設定を保存しておく必要があります。 

Web Toolsでスイッチ設定を保存するには、TasksメニューのManageセクションでSwitch Adminをクリ

ックし、Configure > Upload/Downloadサブタブをクリックして設定ファイルをアップロードします。 

注 

Management Serverが有効になっているとAccess Gatewayモードを有効にする

ことはできません。MsplmgmtDeactivateコマンドを入力してManagement 
Serverを無効にしてください。 

1. スイッチを選択する。 

2. TasksメニューのManageセクションでSwitch Admin をクリックする。 

Switch Administrationウィンドウが表示されます。 

3. スイッチ設定を保存する。 

4. Access Gateway ModeセクションでEnable をクリックする。 

5. Applyをクリックする。 

6. Yes をクリックしてAccess Gatewayモードでスイッチを再起動する。 
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Access Gateway モードを無効にする 

1. スイッチを選択する。 

2. TasksメニューのManageセクションでSwitch Admin をクリックする。 

Switch Administrationウィンドウが表示されます。 

3. スイッチ設定を保存する。 

4. Access Gateway ModeセクションでDisableをクリックする。 

5. Applyをクリックする。 

6. Yes をクリックしてNativeモードでスイッチを再起動する。 
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Access Gateway の設定を確認する 

選択したスイッチで有効になっている Access Gateway の設定を見ることができます。このビューはカ

スタマイズ可能です。 

1. TasksメニューのMonitorセクションでAccess Gateway Devicesをクリックする。 

Access Gateway Device Displayウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 39 Access Gateway Device display ウィンドウ 
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ポート設定 

Access Gatewayモードが有効になっているスイッチの各ポートにポートタイプ (N_Port、F_Port) を個

別に設定できます。ポートを設定する場合、Port Configuration Policyボタンで全体的な設定ポリシー

を指定することができます。デフォルト設定はAdvancedでポートタイプ、グループ、F_Port-to-N_Port
マップの初期値が設定されています。ポリシーがAutomaticの場合、デバイスやスイッチの接続状況、

内部のロードバランシングやグループに基づいてポートタイプが自動でアサインされ、マップも自動

で設定されます。ユーザが設定することはできません。 

ポートの設定は次の順序で行います。 

 N_Port を設定する (必要ならば) 

Edit Configurationボタンを使って設定します。 

 N_Port グループを設定する。 

 F_Port-to-N_Port マップを設定する。 

プライマリとセカンダリのマップを作成できます。セカンダリマップはプライマリの N_Port
マップがオフラインになったときに F_Port がマッピングされる N_Port です。 
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ポートグループを作成する 

N_Port とそこにマップされている F_Port をグループにすると、複数の独立したファブリックに接続し

たり、パフォーマンスが最適化されたポートを作成することができます。複数のポートをグループに

する場合、新規にポートグループを作成してそこに任意の N_Port を指定します。N_Port のグループ化

オプションはデフォルトで有効になっていて、すべての N_Port がデフォルトのポートグループ 0 (pg0) 
のメンバになっています。Access Gateway では N_Port グループをまたぐ F_Port のフェイルオーバはで

きません。 

注 

F_Port をいくつかのグループに配置する場合、すべてのポートをデフォルト

のポートグループ 0 に残しておくことも、N_Port グループを無効にすること

もできます。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. Configure N_Port Groupsをクリックする。 

 
図 40 Port Group Configuration ダイアログボックス 

3. Port Group Configurationダイアログボックスで変更したいオプションを選択する。 

 N_Port グループを無効にする 

 ポートグループを追加する 

 ポートグループを編集する 

 ポートグループを削除する 

4. 変更したらCloseをクリックする。 
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プライマリマップとセカンダリマップをカスタム設定する 

ポートのマッピングを手動で変更することができます。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. FC Portsタブをクリックする。 

3. Configure F_N Port Mappingsをクリックする。 

 
図 41 F-N Port Mapping Configuration ダイアログボックス 

4. Primary Mappingsエリアでポートを選択し、Addボタンを使ってF_PortまたはU_PortをN_Port
にマッピングする。 

N_PortからF_Portのマッピングを削除するにはRemoveボタンを使います。 

5. AddまたはRemoveボタンを使ってセカンダリマップを設定して、Secondary Failover 
MappingsエリアにSecondary N_Portを定義する。 

プライマリマップの N_Port がオフラインになると、F_Port は Secondary N_Port にフェイルオ

ーバします。 

この手順は任意です。すべての F_Port にセカンダリフェイルオーバマップが必要なわけでは

ありません。 

セカンダリマップの N_Port はプライマリマップとは異なる N_Port でなければなりません。

Secondary N_Port が設定されていない場合、F_Port はオンラインの N_Port を探してそこにフ

ェイルオーバします。 

6. 設定が終了したらSaveをクリックする。 

– 111 – 



 

Access Gateway ポリシーの変更 

Access Gateway モードのスイッチで多くのポリシーを制御できますが、Web Tools ではポリシーの有効

化／無効化だけが可能です。これらポリシーの詳細については Access Gateway Administrator's Guide を

参照してください。 

 

Path Failover ポリシーと Failback ポリシー 

Path Failover ポリシーと Failback ポリシーは、F_Port がマップされているプライマリの N_Port がオフ

ラインあるいは無効になったときのその F_Port の動作を決定します。Path Failover ポリシーと Failback 
ポリシーは N_Port の属性です。デフォルト設定では Path Failover ポリシーと Failback ポリシーはすべ

ての N_Port に有効になっています。 

 

パスフェイルオーバポリシーとフェイルバックポリシーを編集する 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. ポリシーを変更したい N_Port を選択する。 

3. Edit Configurationをクリックする。 

 
図 42 N_Port Configuration ダイアログボックス 

4. ポリシーを変更したいチェックボックスを選択する。 

5. Saveをクリックする。 
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Automatic Port Configuration ポリシーを有効にする 

Automatic Port Configuration Policy (APC) は Access Gateway モードのスイッチに対する全体的な設定ポ

リシーです。デフォルトでは無効になっています。N_Port グループが作成されていると、このポリシ

ーを有効にすることはできません。APC ポリシーを有効にした後に、ポートタイプ設定、ポートマッ

ピング、Path Failover および Failback 設定をカスタム設定することはできません。 

1. Switch ViewでポートをクリックしてPort Administrationウィンドウを開く。 

2. Port Configuration Policyメニューをクリックして、Automaticを選択する。 

 
図 43 Port Administration ウィンドウ－APC 有効の状態 

3. 確認ウィンドウでYes をクリックする。 
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第 9 章 

標準セキュリティ機能の設定 

ユーザ定義のアカウント 

Fabric OS は、admin、および user のデフォルトアカウントに加えて、論理スイッチ (ドメイン) ごとに

最大 256 のユーザ定義のアカウントをサポートします。アカウントのアクセス追跡、管理タスクの監

査などに使用できます。 

仮想ファブリック機能が有効になると、ユーザ定義のアカウントは次のように関連づけられます。 

 Virtual Fabric ID 

ユーザアカウントのログインを許可する仮想ファブリックを指定します。 

 Home Virtual Fabric 

ログイン時のデフォルトとなる仮想ファブリックを指定します。 

 Role 

仮想ファブリックへの機能的なアクセスレベルを決定します。 

Admin Domain 機能が有効になると、ユーザ定義のアカウント次のように関連づけられます。 

 Admin Domain list 

ユーザアカウントのログインを許可する Admin Domain を指定します。 

 Home Admin Domain 

ログイン時のデフォルトとなる Admin Domain を指定します。Home Admin Domain はユーザ

の Admin Domain list のメンバでなければなりません。 

 Role 

現在の Admin Domain の範囲内での機能的なアクセスレベルを決定します。 

注 

仮想ファブリックと Admin Domain は相互に排他的です。 

セッションへのアクセス権はそのユーザに与えられたロールベースのアクセス権によって決まります。

Role-Based Access Control (RBAC)については、"第 1 章 はじめに"を参照してください。 

Switch AdministrationウィンドウのUserタブ (116ページの図 44参照) にアカウント情報が表示されま

す。ロールに応じてアカウントの作成や管理ができます。 
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表 6 ユーザロールのパーミッション 

ロール名 パーミッション 

admin 前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウントすべてについて作成および管理

ができます。 

operator 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

securityadmin セキュリティロールの作成と管理ができます。 

switchadmin 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

zoneadmin 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

fabricadmin 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

basicswitchadmin 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

user 自身のパスワードを変更できます。前定義されたアカウントおよびユーザ定義のアカウ

ントの作成、変更、参照はできません。 

 
 

Virtual Fabrics considerations 仮想ファブリックの条件 

ユーザにホーム論理ファブリック ID が指定されていない場合、システムはデフォルトの Home ID を割

り当てます。デフォルトの Home ID は 128 です。 
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Admin Domain の条件 

Admin Domain が指定されていないレガシーユーザは、現在のロールが Admin の場合 AD 0 から 255 に

アクセスできます。それ以外の場合は AD 0 にだけアクセスできます。 

Admin Domain が定義されていてもそれらがすべてインアクティブな場合、そのユーザはファブリック

のどのスイッチにもログインできません。 

Home Domain が指定されていない場合、システムがデフォルトの Home Domain を割り当てます。デフ

ォルトの Home Domain は前定義のアカウントに対しては AD0 です。ユーザ定義のアカウントに対す

るデフォルトの Home Domain はユーザの Admin Domain list のなかで最下位の ID をもつ Admin Domain
となります。 

注 

Userタブはスイッチのデータベースの情報を表示し、変更します。RADIUS
が設定されている場合、このタブはログインされたRADIUSのアカウント情

報を表示しますが、ユーザがRADIUSホストサーバのデータベースを変更す

ることは許可しません。 

 
図 44 User タブ 
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ユーザアカウントの情報を参照する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

デフォルトとユーザ定義のアカウントがリスト表示されます。switchadmin ロールでログイン

した場合はそのアカウント情報だけが表示されます。 

 

ユーザ定義アカウントを作成する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. Addをクリックする。 

Add User Account ダイアログボックスが表示されます。仮想ファブリックをサポートするス

イッチについては図 45を、管理ドメイン (AD)をサポートするスイッチについては図 46を参

照してください。 

 
図 45 Add User Account ダイアログボックス (VF) 
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図 46 Add User Account ダイアログボックス (AD) 

4. ユーザ名を入力する。 

ユーザ名は 40 文字以内、先頭は英文字でなければなりません。大文字と小文字を区別します。

英文字、数字、ピリオド (.)、アンダースコア (_)が使用可能です。論理スイッチ内で重複し

てはなりません。 

5. ドロップダウンメニューからロールを選択する。VF 有効なスイッチについては、選択は論理

ファブリック ID 単位で行う。 

これらのロールについては12ページの"ロールベースのアクセス制御" を参照してください。 

6. (オプション) アカウントの説明を入力する。 

7. Enabled をクリックしてアカウントを有効にする。またはDisabled クリックしてアカウント

を無効にする。 

8. アカウント用のパスワードを入力する。コマンドラインに入力したパスワードは表示されな

い。 

パスワードは 8 文字から 40 文字の間で指定します。先頭は英文字か数字でなければなりませ

ん。英文字、数字、ピリオド (.)、アンダースコア (_)が使用可能です。大文字と小文字を区

別します。 

パスワードに設定されているルールにも合致していなければなりません。(パスワード設定の

手順については122ページの"パスワードにルールを設定する" を参照してください。) 

9. Confirm Passwordフィールドに確認用のパスワードを再度入力する。 
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10. ユーザがアクセスできるVirtual FabricまたはAdmin Domainが使用可能かどうかチェックする。 

Virtual Fabrics については作成済みかどうかに関わらずすべてのファブリック ID (1-255)が表

示されています。Admin Domains については、作成済みでユーザがアクセス権をもっている

ものだけが表示されます。 

リスト内の Admin Domains がすべてインアクティブな場合はスイッチにログインできません。 

AllオプションはリストされているAdmin Domain全部を表しているわけではありません。作成

済みかどうかどうかに関わらずAD0 からAD255 のAdmin Domains全部という意味です。 

下記の条件に合致しない場合Allボタンは無効になっています。 

 ターゲットユーザ用に選択されたロールは adminまたは securityadminでなければならない。 

 物理ファブリックの管理者でなければならない。 

Allが選択されるとターゲットユーザアカウントが物理ファブリックの管理者になります。 

11. 仮想ファブリックが有効になっている場合はホーム論理ファブリックIDを選択する。あるい

はAdmin Domainが有効になっている場合はHome ADメニューからユーザのホームドメイン

を選択する。 

デフォルトのホーム論理ファブリック ID は 128 です。 

ユーザの Admin Domain リストで AD0 が選択されておらず、他に選択されている Admin 
Domain が何もない場合は次に使用可能な Admin Domain がユーザのデフォルトホーム Admin 
Domain になります。 

12. 仮想ファブリック環境に対してはChassis Roleを選択する。 

Chassis Roleはすべての論理ファブリック内でシャーシレベルの操作を実行するためのユーザ

の RBAC ロールとパーミッションを決定します。 

13. OKをクリックする。 

14. UserタブでApply をクリックして変更を適用する。 

 

ユーザ定義アカウントを削除する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. 削除するアカウントを選択してRemoveをクリックする。 

4. Applyをクリックして変更を保存する。 

デフォルトのアカウントは削除できません。アカウントはそれ自身を削除できません。削除されたア

カウントに対するアクティブなコマンドラインインタフェース(CLI) セッションはすべてログアウト

されます。 
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ユーザアカウントのパラメータを変更する 

ロールの変更、説明の追加／変更、アカウントの有効化／無効化は以下の手順で行います。 

この手順を使用してアカウントのユーザ名を変更することはできません。ユーザ名を変更するために

はアカウントを削除して新規のアカウントを作成する必要があります。 

ユーザは自身のアカウントをユーザアカウントテーブルから選んでパスワードを変更することができ

ます。その他のボタンはすべて使用不能になっています。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. 変更するアカウントを選択する。 

4. Modifyをクリックする。 

変更するユーザアカウントに Admin Domain のサブセットがない場合、パーミッション不一致

の警告メッセージが表示されます。 

Modify User Account ダイアログボックスが表示されます。 

5. メニューからロールを選択する。 

ロールを変更できるのはユーザレベルのアカウントだけです。admin のアカウントは変更でき

ません。自分自身のアカウントのロールも変更できません。 

6. 新規の説明を入力する。 

説明を変更できるのはユーザレベルのアカウントだけです。デフォルトアカウントの説明は

変更できません。自分自身のアカウントの説明も変更できません。 

7. アカウントを有効にする場合はEnabled を、無効にする場合はDisabledをクリックする。 

有効／無効を設定できるのはユーザレベルと admin レベルのアカウントで、自分自身のアカ

ウントではありません。自分自身のアカウントやファクトリアカウントは変更できません。

無効にされたアカウントに対するアクティブなコマンドラインインタフェース(CLI) セッシ

ョンはすべてログアウトされます。 

8. ユーザがアクセスできる Admin Domain が使用可能かどうかチェックする。 

作成済みでユーザがアクセス権をもっている Admin Domain だけが表示されます。 

リスト内の Admin Domains がすべてインアクティブな場合はスイッチにログインできません。 

AllオプションはリストされているAdmin Domain全部を表しているわけではありません。作成

済みかどうかどうかに関わらずAD0 からAD255 のAdmin Domains全部という意味です。 

下記の条件に合致しない場合Allボタンは無効になっています。 

 ターゲットユーザ用に選択されたロールは adminまたは securityadminでなければならない。 

 物理ファブリックの管理者でなければならない。 

Allが選択されるとターゲットユーザアカウントが物理ファブリックの管理者になります。 

9. Home ADメニューからユーザ用のホームドメインを選択する。 

ユーザの Admin Domain リストで AD0 が選択されておらず、他に選択されている Admin 
Domain が何もない場合は次に使用可能な Admin Domain がユーザのデフォルトホーム Admin 
Domain になります。 

10. OK をクリックし、次にApplyをクリックして変更を適用する。 
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パスワードを管理する 

パスワードが期限切れになると、次回のログイン時に Web Tools は新しいパスワードを要求します。 

注 

パスワードのルールを変更するためには、スイッチを所有していなければな

りません。 

ログイン失敗が指定された回数を超えるとパスワードはロックされます。 

回数はLockout Thresholdフィールドに指定されています。(図 47参照) パスワードを解除する方法は

123ページの"パスワードを解除する"を参照してください。 

 

アカウントのパスワードを変更する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. 変更するアカウントを選択する。 

admin でログインした場合は、自身のアカウント、peer admin アカウント、switchadmin アカウ

ント、およびユーザアカウントのパスワードを変更できます。switchadmin でログインした場

合は、自身のアカウントのパスワードのみ変更できます。 

4. Change Passwordをクリックする。 

Set User Account Password ダイアログボックスが表示されます。 

admin アカウントのパスワードを変更する場合、現在のパスワードも入力しなければなりま

せん。下位レベルのユーザアカウントのパスワードを変更する場合は現在のパスワードの入

力は不要です。 

5. アカウントの現在のパスワードを入力する。 

自身のアカウントまたは peer admin アカウントのパスワードを変更する場合のみ必要です。 

6. アカウントの新しいパスワードを入力する。 

新パスワードと旧パスワードは少なくとも 1 文字は違っていなければなりません。 

パスワードは 8 文字から 40 文字の間で指定します。先頭は英文字か数字でなければなりませ

ん。英文字、数字、ピリオド (.)、アンダースコア (_)が使用可能です。大文字と小文字を区

別します。 

パスワードに設定されているルールにも合致していなければなりません。(パスワード設定の

手順については122ページの"パスワードにルールを設定する" を参照してください。) 

7. Confirm Passwordフィールドに確認用のパスワードを再度入力する。 

8. OKをクリックする。 

9. Applyをクリックして変更を保存する。 

 

– 121 – 



 

パスワードにルールを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. Set Password Ruleをクリックする。 

Configure Password Rule ダイアログボックスが表示されます。(122ページの図 47参照) 

4. ダイアログボックスにパスワードのルールを指定する。 

次のオプションがあります。 

 パスワード再変更までの最短日数 (0 から 999) 

 パスワードの有効期限日数 (0 から 999) 

 パスワード再利用の回数 

 最小文字数 (8 から 40 文字) 

 大文字／小文字の必須最小数 

 数字と句読点の必須最小数 

 パスワード内で繰り返し使える文字数 

 パスワードロックまでのログイン失敗回数 (0 から 999)、およびロック時間 (0 から 99999
分) 

 パスワード期限切れ前にユーザに警告する日数 (0 から 999) 

5. ロックアウト管理機能の有効／無効を選択する。 

ロックアウト管理機能の無効を選択すると、ユーザはシステムからロックアウトされません。 

6. OKをクリックしてダイアログボックスを閉じる。 

7. Applyをクリックして変更を保存する。 

 
図 47 Configure Password Rules ダイアログボックス 
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パスワードに期限を設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. アカウントを選択する。 

4. Expire Passwordをクリックする。 

ボタンが無効になっている場合、パスワードは既に期限切れであることを意味します。 

5. Applyをクリックして変更を保存する。 

 

パスワードを解除する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. アカウントを選択する。 

4. Unlock Passwordをクリックする。 

ボタンが無効になっている場合、パスワードは既にロック解除されている、またはロックさ

れていなかったことを意味します。 

5. Applyをクリックして変更を保存する。 

 

ロールおよび論理ファブリックを表示する 

論理ファブリックに対するユーザロールの割当て状態を表示することができます。 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. Userタブをクリックする。 

3. アカウントを選択する。 

4. Show Role and VFを選択する。 

そのユーザに対するRole Mapping が表示されます。(図 48参照) 

 
図 48 Role Mapping (仮想ファブリック) 
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SNMP 設定 

スイッチ内の SNMP エージェント設定を管理する方法を説明します。設定には SNMPv1 と SNMPv3 設

定、accessControl、systemGroup 設定パラメータが含まれています。 

admin または security admin 権限がない場合はリードオンリーモードでしかアクセスできません。 

詳細についてはFabric OS Command ReferenceのsnmpConfigコマンドの項を参照してください。 

 

SNMP トラップレベルを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. SNMPタブをクリックする。 

 
図 49 SNMP タブ 

3. SNMPv1およびSNMPv3セクションにあるTrap Levelメニューから受信者のトラップレベルを

選択する。 

ここで選択したレベルがトラップを発信させるイベントの最小レベルとなります。 

注 

ユーザ名の追加／変更はCLI経由でのみ可能です。SNMPv3 セクションのUser 
Nameメニューからユーザ名を選択して行います。 

4. Applyをクリックする。 
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systemGroup 設定のパラメータを変更する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. SNMPタブをクリックする。(図 49参照) 

3. コンタクト名、説明、および位置をSNMP Informationに入力する。 

4. (オプション) Enable Authentication Trapチェックボックスをオンにして受信側IPアドレスに

認証トラップが送信されるようにする。 

5. Applyをクリックする。 

 

SNMPv1 設定のパラメータを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. SNMPタブをクリックする。(図 49参照) 

3. SNMPv1セクションでコミュニティストリングをダブルクリックして新しいコミュニティス

トリングを入力する。 

4. SNMPv1セクションで受信側IPアドレスをダブルクリックして新しいIPアドレスを入力する。 

5. Applyをクリックする。 

 

SNMPv3 設定のパラメータを設定する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. SNMPタブをクリックする。(図 49参照) 

3. SNMPv3セクションのUser Nameメニューからユーザを選択する。 

リストはスクロールして見ることができます。ユーザ名が見つからない場合はスクロールバ

ーでスクロールするか、またはUser Nameヘッダをクリックします。 

4. SNMPv3セクションで受信側IPアドレスをダブルクリックして新しいIPアドレスを入力する。 

5. Trap Levelメニューからトラップレベルを選択する。 

6. Applyをクリックする。 

注 

ポート番号は含まれません。 
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Access Control 設定を変更する 

1. Switch Administrationウィンドウを開く (35ページ参照)。 

2. SNMPタブをクリックする。(図 49参照) 

3. Access Control ListセクションでアクセスホストIPアドレスをダブルクリックして新しいホス

トIPアドレスを入力する。 

リストはスクロールして見ることができます。ホスト名が見つからない場合はスクロールバ

ーでスクロールするか、またはAccess Hostヘッダをクリックします。 

IP アドレスは IPv4 または IPv6 形式で指定します。IPv6 形式で指定する場合は fec0::2002/64
のようにプレフィックスが必要です。 

4. Access Control Listメニューからホストに対するパーミッション (Read OnlyまたはRead 
Write) を選択する。 

5. Applyをクリックする。 

注 

ポート番号は含まれません。 
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第 10 章 

制限事項 

Web Tools の一般的制限事項 

表 7にすべてのブラウザとスイッチのプラットフォームに適用される一般的なWeb Toolsの制限事項を

示します。 

表 7 Web Tools の制限事項 

対象箇所 説明 

Blade Failure ブレードがダウンしてもWeb Toolsはスロットとポートの状態を healthyと表示します。

Web Tools ウィンドウを再度開くまで、ブレードの状態は Web Tools では表示されない

ことがあります。 

ブラウザ Internet Explore 7.0 のデフォルト設定では telnet 機能が無効になっています。telnet 機
能を使用する場合はレジストリの変更が必要です。Windows Vista および Windows 
2008 server では default の telnet 起動はサポートされていません。 

ブラウザ Watch、Switch Admin、HA、Name Server、および Zone Admin はそれぞれ HTML ペー

ジに埋め込まれた別個のアプレットです。ブラウザが正常に HTML ページを読み込むこ

とができれば、アプレットは正常に立ち上がります。まれに"loading pages.."というメッ

セージが出て、ページがブランクのままになることがあります。原因としてはスイッチ

の Web server が通常の HA フェールオーバー、リブート、またはその他の原因によっ

て突如失われたことが考えられます。 

 対処方法：Fabric Watch、Switch Admin、HA、Name Server、または Zone Admin モジ

ュールがハングアップした場合は、ウィンドウを閉じて、モジュールを再起動してくだ

さい。 

ブラウザ ゾーン設定の有効化／無効化直後の HA フェイルオーバで Web Tools のブラウザウィン

ドウが応答しなくなることがあります。HTTP 要求が返送される前に Web デーモンが

HA フェイルオーバによって終了したものと考えられます。 

 対処方法：Web Tools モジュールのどれかがハングアップした場合はウィンドウを閉じ

て、モジュールを再起動してください。モジュールがロックされている場合は、Web 
Tools アプリケーションをシャットダウンしてから再起動してください。 

ブラウザ Internet Explorer経由でSwitch ExplorerからFabric Watch、Switch Admin、Name Server、
および Topology を起動するとアプレットウィンドウのサイズ変更ができなくなり、 大

化ボタンが無効になります。 

設定ファイル Web Tools は NAT ルータの設定をサポートしていません。Web Tools は NAT ルータに

接続されたスイッチで正常に機能しません。 
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対象箇所 説明 

ファームウェア 
ダウンロード 

ファームウェアのダウンロードと活性化にはいくつかのフェーズがあります。Web 
Tools からのファームウェアダウンロードの正常終了の報告は、基本レベルのチェック、

パッケージの検索、パッケージのアンロード、および検証が正常に行われたことを示し

ています。 
Web Tools はパッケージのフルインストールを強制します。 
新規にダウンロードしたファームウェアの活性化にはリブートが必要です。リブートは

自動的に行われます。リブートの間 Web Tools の画面は表示されていますが、使用でき

ません。10 分ほど待ってからすべてのアプリケーションウィンドウがリストアされたこ

とを確認してください。20 分経っても Web Tools が応答しない場合は Web Tools のア

プリケーションウィンドウを閉じて再起動するか、あるいはシステム管理者に相談して

ください。 
フェイルオーバまたは再起動 (ファームウェアダウンロードによって発生) 中の Web 
Tools におけるネットワーク接続の中断は構成環境によって異なります。 
本製品でPOST が無効に設定されている場合、ネットワークの不通時間は 1分以内です。

POST 有効時は 1 分を超えることもあります。 

ファームウェア 
ダウンロード 

ファームウェアをダウングレードした後に Web Tools が開かないことがあります。古い

アプリケーションキャッシュファイルが Java に残っているためです。 
対処方法：Java Control Panel でアプリケーションキャッシュファイルを削除してくだ

さい。 

HTTP タイムアウト スイッチからデータを取得する、あるいはスイッチに要求を送信するとき、次のメッセ

ージが出ることがあります。 
Failed to get switch response. Please verify the status  
of your last operation and try again if necessary. 

このメッセージは HTTP 要求に応答がないことを示しています。要求がスイッチに送信

さたが、スイッチの Web サーバが一時的に不通になったため、接続が中断されたと思わ

れます。HTTP 接続の特徴により、90 秒 (デフォルトのタイムアウト) 後に Web Tools
はこのエラーを報告します。 

 対処方法： 新のリクエストの状態を確認し、telnetを使って関連状況を調べるか、関連

データを取得しようとしていたWeb ToolsからRefreshボタンをクリックしてください。

スイッチへのリクエストが未達の場合は再送信してください。Refreshを実行すると

Web Toolsはその時点でのスイッチ情報のコピーを取得しますが、先に送信したリクエ

ストが未達の場合、そのデータは失われます。 

Java キャッシュ スイッチの詳細を初期化中Web Toolsの進捗バーが 93％から進まない場合、Javaキャッ

シュをクリアしてください。手順については4ページの"Javaで使用されていたテンポラ

リインターネットファイルを削除する" を参照してください。 

Java プラグイン Java Control Panel から証明書を削除した場合、ブラウザを閉じて、再度開く必要があ

ります。 

Web Toolsセッションを開いているときにFile > New Browserメニューから更に別のセ

ッションを開くと、元のWeb Toolsセッションが不測の動作をすることがあります (例え

ば、2 番目のセッションでAdmin Domainsの変更ができなくなる)。 
Web ToolsはJREごとに 1 つのブラウザしかサポートしません。File > New Browserメニ

ューから別のウィンドウを開くと 2 つのウィンドウは同じJREを共有します。 

Java プラグイン 

対処方法：それぞれ独立したブラウザセッションを開いてください。 
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対象箇所 説明 

回線ダウン スイッチからデータを取得する、あるいはスイッチに要求を送信するとき、次のメッセ

ージが出ることがあります。 
Switch Status Checking 
The switch is not currently accessible. 

ダイアログのタイトルは問題のあるモジュールによって異なります。 
様々な要因でスイッチとの HTTP 接続が失われたためです。Web Tools は自動的に再接

続を試みますが、Ethernet 接続が機能しているかを確認してください。Ethernet 接続に

問題がなければ Web Tools が接続を回復し、次のメッセージを表示するまで待ってくだ

さい。 
You will have to resubmit your request after closing this message.

接続の一時的な中断がスイッチのホットコード読み込み、あるいは他の同様な操作によ

るものならば、現在使用している Switch Explorer を 新のファームウェアバージョン以

外からダウンロードすることができます。その場合、以下のメッセージが表示されます。

Switch connection is restored. The firmware version you are running 
is not in sync with the version currently on switch. Close your browser 
and re-launch Webtools. 

接続を再開するには Switch Explorer を閉じて、Web Tools を起動する必要があります。

Out of Memory 
エラー 

管理しているファブリックに 10 以上のスイッチまたは 1000 以上のポートがある場合、

あるいは iSCSI Gateway モジュールを使用している場合、次のようなメモリ不足のエラ

ーが表示されることがあります。 
java.lang.OutOfMemoryError: Java heap space 

対処方法：Java Control Panelでデフォルトのヒープサイズを大きくしてください。詳細

については7ページの"Javaのプラグインを設定する" を参照してください。 

パフォーマンス 
モニタ 

Performance Monitoring ウィンドウが動作中に Web ブラウザがクラッシュしたり、

Performance Monitor ライセンスが失われたりした場合、Web Tools が保持する

Performance Monitor のリソースが正常にクリアされないことがあります。 
対処方法：CLIを使ってこれらのカウンタを手動で削除する必要があります。例えば、 
(perfshoweemonitorを使用して) Web Tools所有のリソースを検出したが、それを使用

しているWebユーザが誰もいない場合、perfdeleemonitorまたはperfcleareemonitorコ
マンドでリソースを解放します。 

ユーザ応答を要求するポップアップウィンドウがバックグラウンドに送られ、Refresh
が要求されると、致命的な Internet Explorer エラーが起きることがあります。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：ブラウザを再起動してください。 
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対象箇所 説明 

Network Config View コマンドでEthernet IPアドレスを変更した場合Web Toolsを再起

動しなくてはなりません。コマンド実行後に再起動しないと Web Tools はハングアップ

したように見えます。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：ブラウザを再起動してください。 

Web Tools Switch Adminウィンドウ起動後にCLIでスイッチ名またはドメインIDを変更

すると、Switch Admin ページのヘッダでは新スイッチ名またはドメインIDが更新されま

せん。Refreshボタンをクリックしても問題は解決しません。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：SwitchタブをクリックするとSwitch Adminヘッダが更新されます。 

Web Tools Switch Admin ページまたは SNMP でスイッチ名を変更後、telnet 画面で変更

後の名前を確認しようとすると、CLI プロンプト (switch:admin>など) が変更前の名前

で表示されます。telnet プロンプトはスイッチが Fast boot されるまでは新スイッチ名

を取り入れることができません。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：CLIプロンプトに正しい名前を表示させるにはスイッチをFast bootします。

スイッチを有効／無効にしたあと、ファブリックの再構築と FSPF のルート計算が完了

するまで少なくとも 25～30秒待ってからルーティング情報をリクエストしてください。

アクセスが早すぎるとルーティング情報は表示されません。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：スイッチを有効／無効にしたあと、次の操作をするまで少なくとも 25～30
秒待ってください。 

スイッチがファブリックから既に削除されているのに、Web Tools Switch Explorer が
Switch View からそのスイッチを表示し続けることがあります。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：Switch Explorer を再起動してください。スイッチがファブリックから削除さ

れている場合、Fabric View ウィンドウはスイッチを使用不可として表示します。 

Switch AdministrationウィンドウのSwitchタブでRefreshボタンをクリックすると、デー

タエントリフィールドをクリックできないことがあります。ノートブックパソコンやラ

ップトップコンピュータで起きることがありますが、デスクトップ型コンピュータでの

発生は稀です。 

ブラウザの Refresh
オプション 

対処方法：ブラウザウィンドウを閉じて再起動してください。 

Switch Explorer の 
終了 

セッションのタイムアウト発生、ログアウト、Switch Explorer ウィンドウの終了によっ

てそのセッションに属していた他のウィンドウがすべて無効になります。すぐ後にこれ

らのウィンドウは使用不能になりますが、自動的には閉じません。手動でウィンドウを

閉じる必要があります。 

ポートアイコンは正しく表示されるが、コントロールボタンのアイコンで表示されない

ものがある。 
Switch View 

対処方法：Switch View を一旦閉じて再度開いてください。 

Ethernet 接続が中断しているにもかかわらず、"Lost connection to the switch"というメ

ッセージが Switch View に表示されないことがあります。Status、Fan Temp、Power、
Beacon などの機能を Switch View から呼び出すことができてしまいます。 

Windows Operating 
Systems 

対処方法：論理スイッチの IP アドレスを ping して、スイッチへの Ethernet 接続を確認

してください。 

Internet Explorer 6.0 で Switch Explorer を起動した場合、アクティブにならない。マウ

スや ESC キー、スペースバー、Enter キーなどでウィンドウをクリックしなければなら

ない。IE 6.0 で起動するアプレットすべてにおいてこの状況となります。 

Windows Operating 
Systems 

対処方法：Firefox ではこの状況は見られません。 
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